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vol.43　2015

地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

03-09 特集●交通と都市の未来形

 開業３周年
 天空を極める!
 あなたの知らないディープな東京スカイツリータウン®、
 こっそり教えます

10-15 ユーザー訪問●乗り心地、いかがですか？
 vol.10

 三陸鉄道
 vol.11
 釜石大槌地区行政事務組合消防本部
 vol.12
 都市再生機構
 宮城・福島震災復興支援本部
16-17 連載●私の忘れられない本・映画・音楽 第9回
 パトリック・ハーランさん　
18-19 連載●がんばる地方都市 第7回
 宮城県気仙沼市　
 20 連載●おもて菓子 第3回
 海と大地のグルメタルト

vol.43 安 全 で 快 適 な エ レ ベ ー タ ー の
未 来 を デ ザ イ ン す る

2 0 1 5

●応募方法
同封のはがきまたは FAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2015年11月30日到着分まで有効。

『FUTURE DESIGN』vol.43に対するご感想をお寄せく
ださい。抽選で10名様に、特殊技法で加工された琥

こ はく

珀がグ
リップ部にはめ込まれたボールペンをお送りします。
岩手県久

く じ

慈地方は世界有数の琥珀の産地として知られ、地元
で琥珀装飾品の製造・加工・販売を手がける久慈琥珀が、琥珀
の優しい手触りを感じとれる逸品に仕上げました。ボール
ペンの色は黄茶ミックス、縞目カラー、レモンカラー、シャン
パンカラー、ブラウンカラーのいずれかで、専用化粧箱に入
れてお届けします。なお、グリップ部の模様は商品によって
異なり、色はお選びいただけませんので、あらかじめご了承
ください。

東京スカイツリータウンが早くも開業3周年
を迎えました。この間、東京スカイツリータ
ウンは着実に進化を遂げ、多数の外国人観光
客をも引き寄せる、東京の定番観光スポット
の地位を確立しています。何度訪問しても、
そのたびに新しい魅力が見つかる街─それ
が東京スカイツリータウンです。今回の特集
を読んで、あなたも東京スカイツリータウン
の新たな魅力を発見してください。

【表紙解説】
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教
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ま
す

特
集
●
交
通
と
都
市
の
未
来
形

世
界
一
高
い
自
立
式
電
波
塔
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®
」、

オ
フ
ィ
ス
施
設
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
イ
ー
ス
ト
タ
ワ
ー
」、

商
業
施
設
「
東
京
ソ
ラ
マ
チ
®
」
な
ど
を
中
心
と
し
た

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
」
が
、

今
年
５
月
、
開
業
３
周
年
を
迎
え
た
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
を
訪
れ
た
人
は
、

こ
の
３
年
間
で
延
べ
１
億
2
０
０
０
万
人
以
上
。

今
も
そ
の
数
は
順
調
に
伸
び
続
け
て
い
る
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
に
は
ど
ん
な
魅
力
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
？

今
回
は
、
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん
と

中
国
人
留
学
生
・
楊 

暁
艦
さ
ん
の
案
内
で
、

ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
魅
力
や
ト
リ
ビ
ア
も
含
め
、

一
挙
に
誌
上
公
開
す
る
。
ご
堪
能
あ
れ
！
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●応募方法
同封のはがきまたは FAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2015年11月30日到着分まで有効。

『FUTURE DESIGN』vol.43に対するご感想をお寄せく
ださい。抽選で10名様に、特殊技法で加工された琥
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リップ部にはめ込まれたボールペンをお送りします。
岩手県久
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慈地方は世界有数の琥珀の産地として知られ、地元
で琥珀装飾品の製造・加工・販売を手がける久慈琥珀が、琥珀
の優しい手触りを感じとれる逸品に仕上げました。ボール
ペンの色は黄茶ミックス、縞目カラー、レモンカラー、シャン
パンカラー、ブラウンカラーのいずれかで、専用化粧箱に入
れてお届けします。なお、グリップ部の模様は商品によって
異なり、色はお選びいただけませんので、あらかじめご了承
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※特集でご紹介した商品、展示物等のなかには、取材した時期に限定のものが含まれています。あらかじめご了承ください。

今 回 の ナ ビ ゲ ー タ ー

皆
さ
ん
も

隠
れ
た
魅
力
を

発
見
し
て
ね
！

ニ
ッ
ポ
ン
の
魅
力
を

再
発
見
し
た
気
分
で
す
！

香港出身の歌手、タレン
ト、エッセイスト。日本
では1972年に「ひなげ
しの花」で歌手デビュー。
数多くのヒット曲を連発
して一躍人気アイドルと
なる。1992年には米国
スタンフォード大学大学
院教育学博士課程を修了
し、博士号を取得。初代
日本ユニセフ協会大使を
務めるなど、その活動領
域は幅広い。今年 6月、
約3年ぶりに新曲「プロ
ポーズ」をリリース。

アグネス・チャン 

システムエンジニアの仕
事をしながら日本の大学
院に通う、中国遼寧（りょ
うねい）省出身の留学生。
子どもの頃から日本の文
化・技術に憧れ、高校卒業
後に日本の大学に留学。卒
業後は日本の企業にその
まま就職し、現在は大学院
通いとかけもちしている。
日中友好のパイプ役にな
るのが夢。

楊
ヨウ

 暁
ギョウカン

艦

東京スカイツリータウン
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業業
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周周
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ソラマチダイニング
スカイツリービュー

東京スカイツリータウンが早くも開業3周年
を迎えました。この間、東京スカイツリータ
ウンは着実に進化を遂げ、多数の外国人観光
客をも引き寄せる、東京の定番観光スポット
の地位を確立しています。何度訪問しても、
そのたびに新しい魅力が見つかる街─それ
が東京スカイツリータウンです。今回の特集
を読んで、あなたも東京スカイツリータウン
の新たな魅力を発見してください。

【表紙解説】
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海
外
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
、
今
で
は
日
本
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
を
確
立
し
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
。

大
人
気
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
上
級
者
的
に
楽
し
む
コ
ツ
や
裏
技
を
伝
授
し
よ
う
。
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東
京
ス

カ

イ

ツ

リ

ー
®

を

楽
し

む

裏
技
、
教
え

ま

す
！

タ
ワ
ー
を
さ
ら
に
満
喫
す
る

コ
ツ
と
裏
技

　

開
業
３
周
年
で
来
場
者
数
が
約

１
億
２
０
０
０
万
人
を
超
え
た
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
®
。
特
に

昨
年
度
約
５
３
１
万
人
が
訪
れ
た

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
今
で
も
大

混
雑
。

　

事
前
予
約
を
す
れ
ば
、待
ち
時
間

も
ほ
と
ん
ど
な
く
天
望
デ
ッ
キ
に

上
れ
る
の
だ
が
、ア
グ
ネ
ス
さ
ん
と

楊
さ
ん
は「
何
か
裏
技
的
な
上
り
方

が
あ
る
の
で
は
？
」と
東
武
タ
ワ
ー

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
広
報
担
当
の
若
林

遼
さ
ん
と
三
井
翔
太
さ
ん
に
質
問

し
て
み
た
。

　
「
タ
ワ
ー
の
オ
ー
プ
ン
は
午
前
８

時
。
混
雑
を
避
け
る
な
ら
、東
京
ソ

ラ
マ
チ
®
が
オ
ー
プ
ン
す
る
10
時
ま

で
が
狙
い
め
で
す
ね
」と
若
林
さ
ん
。

三
井
さ
ん
は「
夜
景
が
き
れ
い
な

夜
も
、比
較
的
す
い
て
い
ま
す
。
特

に
日
曜
の
夜
は
静
か
な
の
で
お
勧

め
で
す
」と
教
え
て
く
れ
た
。
季
節

で
い
う
と
、
梅
雨
明
け
早
々
や
１

月
、２
月
頃
な
ど
、空
気
が
澄
ん
で

タ
ワ
ー
か
ら
の
眺
め
が
い
い
時
期

も
狙
い
め
と
か
。

　

開
業
当
初
に
比
べ
、提
供
サ
ー
ビ

ス
も
増
え
た
。
例
え
ば
、
今
年
春

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
バ
ー
ス
デ
ー

サ
ー
ビ
ス
。
誕
生
月
の
人
だ
け
が

も
ら
え
る
バ
ー
ス
デ
ー
ス
テ
ッ

カ
ー
を
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
で

も
ら
っ
て
身
に
着
け
る
と
、ス
タ
ッ

フ
が
お
祝
い
の
言
葉
を
か
け
て
く

れ
た
り
、天
望
デ
ッ
キ
の
カ
フ
ェ
で

カ
フ
ェ
ラ
テ
を
注
文
し
た
際
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ラ
テ
ア
ー
ト
が
サ
ー

ビ
ス
さ
れ
た
り
な
ど
、特
別
感
が
プ

ラ
ス
さ
れ
る
。

　

そ
の
ほ
か
天
望
回
廊（
地
上

4
5
0
m
）
の
ガ
ラ
ス
清
掃
の
実
施

を
知
ら
せ
る
サ
ー
ビ
ス
も
新
た
に

開
始
。「
東
京
ア
オ
ゾ
ラ
そ
う
じ
」

楊さんは初めての地上350mからの絶景に大興奮。

360度のパノラマビューを楽しめる天望デッキから西の方角を望む。手前に見えるのは隅田川で、
その奥の都心には東京タワーも見える。東西南北、昼夜でまったく違う東京の姿を満喫できる。

す
ご
い
！

あ
ん
な
に
遠
く
ま
で

景
色
が
見
え
る
！

見
て
見
て
、

楊
さ
ん
！

視
界
が
広
い
よ
ー
！

東京スカイツリー
天望デッキ
（地上350m）
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と
名
づ
け
ら
れ
た
天
望
回
廊
の
清

掃
は
、月
に
６
〜
７
日
程
度
、気
象

条
件
が
整
っ
た
時
だ
け
行
わ
れ
る
。

日
本
一
の
高
さ
で
行
わ
れ
る
清
掃

は
迫
力
満
点
で
、見
る
人
は
怖
が
り

な
が
ら
も
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
そ

う
。

　
「
季
節
ご
と
の
風
景
の
変
化
も
魅

力
で
す
。
タ
ワ
ー
か
ら
見
え
る
春

の
桜
、夏
の
夜
に
隅
田
川
に
浮
か
ぶ

屋
形
船
の
光
、秋
か
ら
は
徐
々
に
空

気
が
澄
ん
で
き
て
、冬
に
は
富
士
山

や
三
浦
半
島
が
見
え
る
日
も
あ
り

ま
す
よ
」と
若
林
さ
ん
。

　
「
お
天
気
や
季
節
で
見
え
方
も
風

景
も
変
わ
る
な
ん
て
。
こ
れ
か
ら

は
意
識
し
て
楽
し
め
そ
う
！
」

　

こ
れ
ま
で
何
度
か
タ
ワ
ー
に

上
っ
た
こ
と
が
あ
る
ア
グ
ネ
ス
さ

ん
は
目
を
丸
く
す
る
。
今
回
初
め

て
タ
ワ
ー
に
上
っ
た
楊
さ
ん
も

「
今
度
は
奥
さ
ん
と
夜
景
を
楽
し

み
に
来
よ
う
っ
と
！
」
と
早
く
も

次
の
計
画
を
立
て
て
い
た
。

　

紹
介
で
き
た
の
は
ご
く
一
部
だ

が
、東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
楽
し
む

コ
ツ
を
活
か
し
つ
つ
、ぜ
ひ
東
京
の

天
空
を
堪
能
し
て
ほ
し
い
。

海
外
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
、
今
で
は
日
本
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
を
確
立
し
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
。

大
人
気
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
上
級
者
的
に
楽
し
む
コ
ツ
や
裏
技
を
伝
授
し
よ
う
。
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タ
ッ

フ
が
お
祝
い
の
言
葉
を
か
け
て
く

れ
た
り
、天
望
デ
ッ
キ
の
カ
フ
ェ
で

カ
フ
ェ
ラ
テ
を
注
文
し
た
際
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ラ
テ
ア
ー
ト
が
サ
ー

ビ
ス
さ
れ
た
り
な
ど
、特
別
感
が
プ

ラ
ス
さ
れ
る
。

　

そ
の
ほ
か
天
望
回
廊（
地
上

4
5
0
m
）
の
ガ
ラ
ス
清
掃
の
実
施

を
知
ら
せ
る
サ
ー
ビ
ス
も
新
た
に

開
始
。「
東
京
ア
オ
ゾ
ラ
そ
う
じ
」

楊さんは初めての地上350mからの絶景に大興奮。

360度のパノラマビューを楽しめる天望デッキから西の方角を望む。手前に見えるのは隅田川で、
その奥の都心には東京タワーも見える。東西南北、昼夜でまったく違う東京の姿を満喫できる。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
を　
　
　
　

倍
楽
し
む
ポ
イ
ン
ト

東武タワースカイツリー株式会社
広報部

若林 遼さん
（わかばやし・りょう）

　東京スカイツリーの最寄り駅であ
る「とうきょうスカイツリー駅」は東
武スカイツリーラインで浅草駅から
1駅。浅草で仲見世などを散策した
あと、電車で来るのもいいですし、晴
れた日ならブラブラ歩きながらお越
しいただくのも、少し趣を変えた楽
しみ方としてお勧めだと思います。
　東京スカイツリーがあるエリアは、
浅草や本所、曳舟や向島などいわゆ
る東京の下町で、独特の情緒がある。
都心の繁華街とは違う雰囲気で、「東
京はもともとこういうところだった
のか」と感じられる味わいのあるエ
リアです。でも、そんなディープな
下町を歩いてみると、昔ながらの喫
茶店の隣に、若いオーナーが経営す
るすごくオシャレなお店があったり
します。つまり、昔ながらの街のな
かに、変化や新しい魅力を発見でき
る個性豊かな場所なのです。
　タワー単体ではなく、「タワーのあ
る街」としてトータルでこの土地を
楽しんでいただくと、また違う角度
から東京を知る楽しみが見つかるの
ではないでしょうか。ぜひ、それぞ
れの街の様々な場所からもタワーを
眺めていただきたいと思います。

東武タワースカイツリー株式会社
東京スカイツリータウン 広報事務局

三井 翔太さん
（みつい・しょうた）

　東京スカイツリータウンには、東
西400mという広い敷地に東京ス
カイツリーや東京ソラマチ、水族館
やプラネタリウムなど様々な施設が
あります。主なスポットを1日で回
ることもできますが、初めての方に
お勧めなのは、まず東京スカイツリ
ーをご覧いただいて、ゆっくりお食
事などしながらご自分の行きたい
ところを見つけていただくことです。
ひとつお気に入りの場所を見つけて
再訪すると、次はここに行ってみよ
う、その次はこんなふうに遊んでみ
ようと、行きたい場所や楽しみ方の
幅がどんどん広がると思いますよ。
　我々は、1都４県に広がる東武鉄道
の沿線や、空港からのダイレクトア
クセスを活かして、様々な方にお越
しいただける施設づくりを意識して
います。東京ソラマチも、都市の駅ビ
ル型のファッションビルという風合
いのなかに、郊外型の要素を組み込
んだり、下町らしさや観光要素など
様々なエッセンスをミックスしたりす
ることで、どんな方にも、またいつお
越しいただいても必ず気に入ってい
ただけるものが見つかる場所にして
いきたいと思っています。

天望デッキの「江戸一目図屏風」は江戸の名所を俯瞰で描いていて風景の今昔を見比
べることができる。川や道路の場所を照らし合わせれば、町の発展の理由が読み取れ
るかも？
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す
ご
い
！

あ
ん
な
に
遠
く
ま
で

景
色
が
見
え
る
！

見
て
見
て
、

楊
さ
ん
！

視
界
が
広
い
よ
ー
！

東京スカイツリー
天望デッキ
（地上350m）

乗
っ
て
楽
し
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
秘
密

C
o

l
u

m
n

　

地
上
3
5
0
m
の

天
望
デ
ッ
キ
ま
で
わ

ず
か
50
秒
。
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
に
お
い

て
分
速
6
0
0
m
で

40
人
を
一
度
に
運
ぶ

速
度
と
容
量
を
実
現

し
て
い
る
の
は
東
芝

エ
レ
ベ
ー
タ
製
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
だ
。

　

こ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
誇
る
の
は

そ
の
性
能
に
加
え
て

抜
群
の
美
し
さ
。
4

台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
銀

箔
で
桜
吹
雪
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
「
桜
」、

江
戸
切
子
で
夜
空
を
彩
る
花
火
を
表
現
し
た
「
隅
田
川
」、

神み
こ
し輿
職
人
が
製
作
し
た
金
の
鳳
凰
の
「
祭
」、
そ
し
て
富
士

山
を
背
景
に
都
鳥
が
舞
う
「
都
鳥
」
と
い
う
四
季
折
々
の

き
ら
び
や
か
な
意
匠
が
あ
し
ら
わ
れ
、
乗
る
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
る
。
ま
た
、
夏
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
隅
田
川
」

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
、
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
、
明
滅
す

る
花
火
の
な
か
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
高
さ
「
6
3
4
」
と

い
う
数
字
が
浮
か
び
上
が
る
と
い
っ
た
ト
リ
ビ
ア
が
！

ほ
か
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
秘
密
が
隠

さ
れ
て
い
る
そ
う
な
の
で
、探
し
て
み
る
と
楽
し
い
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
楽
し
み
方
が
さ
ら
に

も
う
ひ
と
つ
。
3
5
0
m
に
到
達
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

扉
が
開
い
た
瞬
間
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
す
ご
い
！　

眩
し
い

お
昼
の
自
然
光
も
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
夜
景
の
広
が
り
も
、

乗
っ
た
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
感
動
だ
。

秋を表現したアートパネル「祭」で彩られたエレベータ－。
アグネスさん、「このエレベーターに乗るのがいつも楽しみ！」だとか。

ⓒTOKYO-SKYTREE
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テ
ー
マ
を
決
め
て

重
点
的
に
楽
し
む
の
が
コ
ツ

　

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ド
、イ
ー
ス
ト
ヤ
ー

ド
、ウ
エ
ス
ト
ヤ
ー
ド
と
３
つ
の
エ

リ
ア
に
分
か
れ
て
い
る
東
京
ソ
ラ

マ
チ
に
は
、な
ん
と
３
０
０
以
上
の

お
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。

　
「
東
京
ソ
ラ
マ
チ
は
た
く
さ
ん

シ
ョ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
、何
度
来
て

も
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
広

い
の
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
回
る
と

楽
し
い
で
す
よ
」と
い
う
三
井
さ
ん

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
い
、
海
外
出

身
の
ア
グ
ネ
ス
さ
ん
と
楊
さ
ん
は

「
和
」を
テ
ー
マ
に
シ
ョ
ッ
プ
巡
り

を
す
る
こ
と
に
。

　

午
前
９
時
。オ
ー
プ
ン
と
同
時
に

訪
れ
た
の
は
、イ
ー
ス
ト
ヤ
ー
ド
１

階
の「
み
ち
く
さ
餅
」。
焼
き
た
て

の
み
た
ら
し
団
子
や
草
餅
、ど
こ
か

懐
か
し
さ
を
感
じ
る
わ
ら
び
餅
の

味
に
、ア
グ
ネ
ス
さ
ん
も
に
っ
こ
り
。

　

次
に
訪
れ
た
の
は
日
本
古
来
の

出
雲
型
勾
玉
の
あ
る
ア
ク
セ
サ

リ
ー
シ
ョ
ッ
プ「
た
ま
ゆ
ら
」。
店
員

さ
ん
に
誕
生
日
を
伝
え
、
自
分
の

ラ
ッ
キ
ー
カ
ラ
ー
を
無
料
で
調
べ

て
も
ら
っ
て
い
る
間
に
、
全
長
約

１
２
０
ｍ
の
通
路
は
い
つ
の
間
に
か

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、い
よ
い
よ
10
時
。
東
京

ソ
ラ
マ
チ
全
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る

の
を
待
つ
ご
婦
人
、
修
学
旅
行
生
、

外
国
人
旅
行
客
と
一
緒
に
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
、イ
ー
ス
ト
ヤ
ー

300店以上の魅力的なショップやレストランが軒を連ねる東京ソラマチを1日で回るのは至難の業。
そこで今回は、アグネスさんと楊さんが東京ソラマチの気になるお店をチョイス！

❶みちくさ餅
串刺しになった餅菓子は行列ができ
る人気商品。お値打ちで食べ歩きに
最適!

❹nanas's green tea
外国人観光客にも大人気の和スイーツ。
本物の抹茶の味を楽しめる抹茶白玉パフェは、

800円ちょっとでこのボリューム。
満足度は120%!

❷たまゆら バイ アナヒータストーンズ
勾玉は厄よけ・健康・幸運をもたらすお守り。色選びで迷ったら、
生年月日を伝えると自分のラッキーカラーを教えてもらえる。

❸東京スカイツリーオフィシャルショップ
　THE SKYTREE SHOP
人気の商品は約50cmのロングロールや東京ス
カイツリー公式キャラクター商品。公式キャラ
クターの名前、ご存じ？

東 京 ソ ラ マ チ ® に は 、
何 度 来 て も 楽 し め る 名 店 が 多 数 ！
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ド
４
階
へ
。
こ
こ「
ジ
ャ
パ
ン
ス
ー

ベ
ニ
ア
」は
、匠
の
技
が
光
る
逸
品

や
下
町
情
緒
が
漂
う
雑
貨
類
、日
本

各
地
の
特
産
品
や
工
芸
品
、国
内
外

の
塩
を
約
３
０
０
種
類
も
揃
え
た

お
店
な
ど
、個
性
的
な
店
舗
が
と
こ

ろ
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。

　
「
日
本
の
文
化
を
感
じ
る
お
土
産

が
い
っ
ぱ
い
で
楽
し
い
で
す
」と
い

う
外
国
人
の
方
々
と
一
緒
に
、ア
グ

ネ
ス
さ
ん
、
楊
さ
ん
も
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
を
楽
し
み
、
少
し
歩
き
疲
れ

た
と
こ
ろ
で
、和
カ
フ
ェ
「nana's 

green tea

」へ
。
抹
茶
を
使
っ
た

ス
イ
ー
ツ
で
ひ
と
休
み
し
た
あ
と

は
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ま
で
、
ま
た
ま

た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
！

　

ラ
ン
チ
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が

目
の
前
に
見
え
る
31
階
の「
天
空
ラ

ウ
ン
ジ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

ｏ
ｆ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」。

店
一
押
し
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ラ
ン
チ
に「
す

ご
い
！
」と
楊
さ
ん
が
感
動
。

　

最
後
は
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ド
１
階
の

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｐ
」で
お
買
い
物
を
楽
し
み
、東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
東
京
ソ
ラ
マ

チ
を
満
喫
し
た
２
人
で
し
た
。

　
「
日
本
の
伝
統
や
技
に
、
可
愛

ら
し
さ
や
遊
び
心
が
ミ
ッ
ク
ス
さ

れ
て
い
る
物
が
多
く
あ
っ
て
楽
し

か
っ
た
〜
！
」と
目
を
輝
か
せ
る
ア

グ
ネ
ス
さ
ん
。
楊
さ
ん
も「
す
ご

く
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
」と
大

満
足
の
笑
顔
。
あ
な
た
も
今
度
は

〝
ワ
タ
シ
流
〞の
テ
ー
マ
で
歩
い
て

み
て
は
？

テ
ー
マ
を
決
め
て

重
点
的
に
楽
し
む
の
が
コ
ツ

　

タ
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ー
ヤ
ー
ド
、イ
ー
ス
ト
ヤ
ー

ド
、ウ
エ
ス
ト
ヤ
ー
ド
と
３
つ
の
エ

リ
ア
に
分
か
れ
て
い
る
東
京
ソ
ラ

マ
チ
に
は
、な
ん
と
３
０
０
以
上
の

お
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。

　
「
東
京
ソ
ラ
マ
チ
は
た
く
さ
ん

シ
ョ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
、何
度
来
て

も
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
広

い
の
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
回
る
と

楽
し
い
で
す
よ
」と
い
う
三
井
さ
ん

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
い
、
海
外
出

身
の
ア
グ
ネ
ス
さ
ん
と
楊
さ
ん
は

「
和
」を
テ
ー
マ
に
シ
ョ
ッ
プ
巡
り

を
す
る
こ
と
に
。

　

午
前
９
時
。オ
ー
プ
ン
と
同
時
に

訪
れ
た
の
は
、イ
ー
ス
ト
ヤ
ー
ド
１

階
の「
み
ち
く
さ
餅
」。
焼
き
た
て

の
み
た
ら
し
団
子
や
草
餅
、ど
こ
か

懐
か
し
さ
を
感
じ
る
わ
ら
び
餅
の

味
に
、ア
グ
ネ
ス
さ
ん
も
に
っ
こ
り
。

　

次
に
訪
れ
た
の
は
日
本
古
来
の

出
雲
型
勾
玉
の
あ
る
ア
ク
セ
サ

リ
ー
シ
ョ
ッ
プ「
た
ま
ゆ
ら
」。
店
員

さ
ん
に
誕
生
日
を
伝
え
、
自
分
の

ラ
ッ
キ
ー
カ
ラ
ー
を
無
料
で
調
べ

て
も
ら
っ
て
い
る
間
に
、
全
長
約

１
２
０
ｍ
の
通
路
は
い
つ
の
間
に
か

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、い
よ
い
よ
10
時
。
東
京

ソ
ラ
マ
チ
全
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る

の
を
待
つ
ご
婦
人
、
修
学
旅
行
生
、

外
国
人
旅
行
客
と
一
緒
に
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
、イ
ー
ス
ト
ヤ
ー

300店以上の魅力的なショップやレストランが軒を連ねる東京ソラマチを1日で回るのは至難の業。
そこで今回は、アグネスさんと楊さんが東京ソラマチの気になるお店をチョイス！

❶みちくさ餅
串刺しになった餅菓子は行列ができ
る人気商品。お値打ちで食べ歩きに
最適!

❺東京下町雑貨 がっちゃら屋
招き猫が人気。右手がお金、左手は人、
両手は両方を招く。頭より高く手を
挙げているネコがより福を招くとか。

「お江戸あーとますく」は、
外国人にも大人気！

❹nanas's green tea
外国人観光客にも大人気の和スイーツ。
本物の抹茶の味を楽しめる抹茶白玉パフェは、

800円ちょっとでこのボリューム。
満足度は120%!

❷たまゆら バイ アナヒータストーンズ
勾玉は厄よけ・健康・幸運をもたらすお守り。色選びで迷ったら、
生年月日を伝えると自分のラッキーカラーを教えてもらえる。

❸東京スカイツリーオフィシャルショップ
　THE SKYTREE SHOP
人気の商品は約50cmのロングロールや東京ス
カイツリー公式キャラクター商品。公式キャラ
クターの名前、ご存じ？

❻日本市
開業3周年を記念したソラマチ限定のトートバッグはきれいなスカイブルー。

金
の
招
き
ネ
コ
！

縁
起
が
い
い
な
あ
!!

私
も
福
を

招
い
ち
ゃ
お
。

ニ
ャ
ー
ン
！

「ぽっちり」（❽）「ミニがまバッグ」

アグネスさん、外国人観光客にも
一番人気だというパンダ柄の
ミニがまバッグをお買い上げ。
「かわいいし、クレジットカード
と口紅を入れて持ち歩けそう！」

「天空ラウンジ
TOP of TREE」（❾）
「TOPランチ」

8品の前菜が美しく盛られた
アミューズタワーに、
サラダとパン、魚か肉のメイン、
デザートとドリンクがつく。
アグネスさん、味にも
ボリュームにも大満足！

東 京 ソ ラ マ チ ® に は 、
何 度 来 て も 楽 し め る 名 店 が 多 数 ！
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6

4
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9

31F

❼塩
まーすやー

屋
塩の専門知識を持ったソルトソムリエのアドバイスで気に入った塩を選べる。
東京ソラマチ店の一番人気は3種類の塩をブレンドしたおにぎり専用塩。

「日本市」（❻）
「ことわざ手ぬぐい」

4種類ある日本のことわざに
ちなんだ手ぬぐいが
人気だそう。「これ、鶴の
一声だよね？」とアグネスさん。
うーん、日本のことわざ、
よくご存じ……。

アグネスさんが選んだお勧めのショップと商品はこれだ！
どのショップでも本当に楽しそうに商品を眺め、おいしそうに食べていた
アグネスさん。選びがたいところを、あえて、特に気に入った商品や
メニューをピックアップしてもらったので、ぜひ次回の東京ソラマチ
散策のご参考に！
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❷東京大水槽
都会に再現された小笠原の海に泳ぐのは、館内最大の生物であるシロワニなど、
小笠原からやってきた55種類の水生生物たち。

❶ペンギン
ひときわ目を引く屋内開放のプール型水槽では、水飛沫が飛んでくるほど間近でペンギンの姿を眺められる。

癒
し
を
感
じ
る
演
出
と

ユ
ニ
ー
ク
な
展
示
が
魅
力
！

　

昨
年
末
、チ
ン
ア
ナ
ゴ
と
ニ
シ
キ

ア
ナ
ゴ
の
産
卵
風
景
の
動
画
を
世

界
で
初
め
て
収
録
し
た
こ
と
で
も

話
題
に
な
っ
た
、ウ
エ
ス
ト
ヤ
ー
ド

の
５
階
と
６
階
に
あ
る「
す
み
だ
水

族
館
」。

　

入
場
ゲ
ー
ト
を
通
り
、階
段
を
上

る
途
中
で
、「
あ
ら
っ
！
」と
振
り
返

っ
た
ア
グ
ネ
ス
さ
ん
。
な
ん
と
、階

段
に
は
季
節
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
、

違
う
ア
ロ
マ
の
香
り
が
漂
い
、心
が

癒
さ
れ
る
よ
う
な
演
出
が
な
さ
れ

て
い
た
。

　

そ
の
先
へ
歩
を
進
め
る
と
、目
に

飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、徐
々
に
色

が
変
化
す
る
水
槽
に
漂
う
ク
ラ
ゲ
。

「
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
ク
ラ
ゲ
の

動
き
が
、
幻
想
的
で
ス
テ
キ
！
」と

ア
グ
ネ
ス
さ
ん
。

　

さ
ら
に
進
む
と
、小
笠
原
の
海
底

を
模
し
た
深
く
濃
い
青
が
印
象
的

な
東
京
大
水
槽
や
、プ
ー
ル
で
楽
し

げ
に
遊
ぶ
ペ
ン
ギ
ン
た
ち
。
今
年

の
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
江
戸
リ

ウ
ム
」で
は
、江
戸
前
の
水
生
生
物

と
葛
飾
北
斎
の
浮
世
絵
を
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た「
粋
」や
、華
や
か

な
金
魚
を
展
示
し
た「
雅
」エ
リ
ア

な
ど
、す
み
だ
水
族
館
な
ら
で
は
の

展
示
も
充
実
し
て
い
る
。

　

ど
の
エ
リ
ア
に
も
い
す
が
設
置

さ
れ
、近
所
の
人
の
憩
い
の
場
に
も

な
っ
て
い
る
空
間
に
、ア
グ
ネ
ス
さ

ん
も
楊
さ
ん
も
、「
心
が
癒
さ
れ
た
」

と
大
満
足
で
し
た
。

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

雄
大
な
小
笠
原
の
海
の
生
物
、江
戸
情
緒
を
色
濃
く
残
す

北
斎
ブ
ー
ス
や
金
魚
ブ
ー
ス
な
ど
…
…
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
®
の
散
策
は
、

癒
し
空
間
の「
す
み
だ
水
族
館
」で
締
め
く
く
ろ
う
！

❸江戸リウム
蘭鋳（らんちゅう）や江戸錦、琉金（りゅうきん）などの美
しい金魚たち。どこかユーモラスな表情に癒される。

仕
事
の
疲
れ
も

一
気
に
吹
き

飛
び
ま
す
。 照

明
が
幻
想
的
で

素
敵
な
空
間
ね
！

❹チンアナゴとニシキアナゴ
チンアナゴは白と黒のドット模様、
ニシキアナゴはオレンジと白のボー
ダー模様。どちらもオシャレ！

生
き
物
と
、

ア
ロ
マ
、照
明
に

癒
さ
れ
た
い
方
は

こ
ち
ら
！
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墨田区 産業観光部 観光課 課長

金子 明氏

かねこ・あきら●1999年
4月、東京都墨田区役所入庁。
2012年4月に産業観光部 
産業経済課 産業振興主査に
就任。同部副参事（特命担当）を
経て、2015年6月より現職。

墨田区を観光の一大拠点に

今年開催された「ご当地キャラクターフェスティバル in すみだ2015」。今年で3回
目を迎え、毎年10万人を超える人々が参加する人気イベントとなっている。
写真提供:東京都墨田区役所

東京ソラマチの5階にある「産業観光プラザ すみだ まち処」。
墨田区の文化、歴史、産業について興味を持ってもらう拠点となっている。

地域経済に大きく貢献

　下町情緒に花火など、墨田と聞いて思い出すものは
いろいろあると思いますが、今では「東京スカイツリー
の墨田区」という認知も広まりました。東京ソラマチ
を含む東京スカイツリータウンを訪れた人は、3年間
で延べ1億2000万人以上。地域に及んだ経済効果は、
推計では年間4000億円を超えています。
　データでは見えない新しい動きにも注目しています。
例えば、区外から来たクリエイターと職人の協働です。
当地は多様な業種の町工場が集積している“モノづく
り”のまち。江戸・明治から技術を受け継ぐ職人が数多
くいて、その若手とクリエイターが結びつき、作品が生
まれたり、カフェができたり、イベントが企画されたり
しています。

墨田の特色を活かして
観光客を呼び込む

　観光客に関しては、外国人の呼び込みが今後ますます
重要です。浅草や上野がある隣の台東区は、昨年1年
間で4500万人の観光客が訪れ、うち526万人が外国
人でした。2020年には東京オリンピック・パラリン
ピックが控えており、墨田区も海外へのPRを強化し
ていますが、昨年度から「産業観光プラザ すみだ まち
処」や観光案内所でモバイルWi-Fi ルーターの貸し出
しを始めました。観光客自身にリアルタイムで情報発
信してもらおうと考え、Facebookなどのソーシャル
ネットワーキングサービス（SNS）で区内の紹介

をすると無料になります。
　「まち処」では、国技館、神社仏閣、食文化など外国人
にも親しみやすい墨田の特色を中心にアピールしてい
ますが、モノづくり、町工場も観光コンテンツになると
考えており、情報発信しています。例えば近年、町工場
を見学し、職人がつくる製品をその場で買えるオープ
ンファクトリーというイベントを実施しています。こ
のような取り組みを、墨田区観光協会の「街歩きガイド
ツアー」でも外国語の案内付きでできると面白そうで
すね。
　また、「楽しむ」だけでなく、墨田区で「学ぶ」という観
光も打ち出したいところです。区内には、江戸東京博
物館のような大きな施設のほか、江戸小紋博物館、べっ
甲資料館、ブレーキ博物館など、民家や工場の一部を利
用したものを含め小規模な博物館（すみだ3M運動［小さ
な博物館］）が30カ所近くあります。来年度にはすみだ
北斎美術館、2017年には刀剣博物館も開館予定です。
これらを回るコースができれば、修学旅行にもピッタ
リだと思います。
　地域ぐるみの活動では、毎年5月に「ご当地キャラク
ターフェスティバル」を開催しています。これは、全国
の「ご当地キャラ」が集い、商店街など随所で様々な催
しを行うものです。観光客を呼び込み、おもてなしをし、
買物をしてもらうには、やはり地域全体の連携が必須
です。街歩きイベント、相互割引、スタンプラリーなど、
様々なことを実施していますが、地域、企業、行政がそ
れぞれの役割を果たし、地元の一人ひとりが活性化を
実感しながら墨田区を盛り上げていければと思います。

i n t e r v i e w

❸江戸リウム
蘭鋳（らんちゅう）や江戸錦、琉金（りゅうきん）などの美
しい金魚たち。どこかユーモラスな表情に癒される。
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震
災
直
後
、停
車
中
の
列
車
内
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置

　

三
陸
鉄
道
、
通
称「
三さ

ん
て
つ鉄

」は
、

日
本
最
大
の
県
で
あ
る
岩
手
県

の
太
平
洋
岸
を
走
っ
て
い
る
。

県
北
部
の
久
慈
と
ほ
ぼ
中
央
に

当
た
る
宮
古
を
結
ぶ
北
リ
ア
ス

線
、
県
南
部
の
釜
石
│
盛さ

か
り

間

の
南
リ
ア
ス
線
を
運
行
さ
せ
る

第
三
セ
ク
タ
ー
の
鉄
道
会
社
だ

（
宮
古
│
釜
石
間
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

山
田
線
が
結
ぶ
）。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東
日

本
大
震
災
は
そ
ん
な
三
鉄
に
も

容
赦
な
く
襲
い
か
か
っ
た
。海
岸

線
エ
リ
ア
に
多
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
津
波
に
よ
っ
て
路
線

が
大
小
の
被
害
を
受
け
、
運
行
停

止
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

三
陸
鉄
道
株
式
会
社 

代
表
取
締

役
社
長
の
望
月
正
彦
氏
は
振
り

返
る
。

　
「
激
し
い
揺
れ
と
津
波
。

そ
ん
な
混
乱
の
な
か
、真
っ

先
に
手
を
つ
け
た
の
は
走

行
中
の
列
車
の
安
全
確
認

と
沿
線
の
状
況
把
握
で
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
通
信
手

段
が
ダ
ウ
ン
し
て
い
た
な

か
、
弊
社
で
は
事
前
に
災
害

優
先
携
帯
電
話
を
用
意
し

て
あ
っ
た
お
か
げ
で
、
約
８

割
ほ
ど
は
被
害
状
況
の
確

認
が
と
れ
ま
し
た
」

　

本
社
の
あ
る
宮
古
市
も

電
気
の
供
給
が
途
絶
え

た
が
、
三
鉄
宮
古
駅
に
は

ち
ょ
う
ど
久
慈
か
ら
到
着
し
た

ば
か
り
の
車
両
が
停
車
中
だ
っ

た
。
望
月
社
長
は
、
す
ぐ
さ
ま
そ

の
車
両
内
に
災
害
対
策
本
部
を

置
く
決
定
を
下
し
た
と
い
う
。

　
「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
が
、
こ
れ
ほ

ど
頼
も
し
い
存
在
に
思
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
っ
暗
な

街
の
な
か
で
、
そ
こ
だ
け
自
家
発

電
の
明
る
い
光
が
と
も
っ
た
の

で
す
。
そ
ん
な
車
両
内
に
大
き

な
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
と
ノ
ー
ト

を
持
ち
込
み
、
刻
々
と
入
る
状
況

報
告
を
一
言
一
句
漏
ら
さ
ず
書

き
留
め
ま
し
た
」

一
部
運
転
再
開
を
実
現
さ
せ
た

「
生
活
の
足
」の
使
命
感

　

明
治
三
陸
大
津
波
な
ど
の
被

災
経
験
を
踏
ま
え
、
三
鉄
は
あ

る
程
度
ま
で
津
波
を
想
定
し
た

路
線
設
定
や
築
堤
を
し
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
北
リ
ア
ス
線
の
島し

ま
の
こ
し越

駅
の
よ
う
に
、
駅
舎
か
ら
ホ
ー

ム
、
高
架
橋
や
橋
梁
ま
で
が
跡
形

も
な
く
流
出
し
た
例
も
あ
っ
た

が
、
線
路
や
橋
脚
が
多
大
な
被
害

を
受
け
た
の
は
５
カ
所
、
総
延
長

１
０
７
・
６
㎞
の
う
ち
５
・
８
㎞

ほ
ど
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
「
三
鉄
は
ま
ず
何
よ
り
沿
線
の

生
活
の
足
で
す
。
震
災
の
２
日

後
、
津
波
警
報
の
解
除
を
受
け

て
、
被
災
状
況
を
確
認
に
出
か
け

た
先
々
で『
い
つ
動
く
ん
だ
』と

何
度
も
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
」

（
望
月
氏
）

　

そ
ん
な
期
待
に
応
え
る
よ
う

に
復
旧
作
業
に
邁
進
し
た
三
鉄

は
、
久
慈
│
陸り

く
ち
ゅ
う
の
だ

中
野
田
間
の
３
月

16
日
を
皮
切
り
に
、
20
日
に
は
宮

古
│
田た

ろ
う老

間
、
29
日
に
は
小
本
に

ま
で
延
長
し
て
運
転
再
開
を
実

［本社］
住所：岩手県宮古市栄町4番地

［小
おも と

本駅］
住所：岩手県下閉伊郡岩泉町小本
概要：三陸鉄道北リアス線全16駅のうち、起点の
宮古から6番目に位置する。東日本大震災では直接
の津波被害を免れ、3月29日には宮古からの運転
再開が小本にまで伸びた。
施設：1984年開業、島式ホーム1面2線の高架駅。震災後バリアフ
リー化を意図し、入場口から高架ホームをつなぐエレベーターを新設。

三陸鉄道株式会社　代表取締役社長
望月 正彦氏　もちづき・まさひこ 復興とともに

バリアフリー化を目指す
自動車が主要な移動手段に変わるなかでも、
三陸沿岸の多くの人々に
愛され続ける三陸鉄道。
「生活の足」としての使命感が
東日本大震災で寸断された鉄路を甦らせ、
より一層使いやすい鉄道へと変容する原動力になった。

三陸鉄道vol.10

導入事例

ユ ー ザ ー 訪 問

北から南まで街の様々な場所でエレベーターは活躍しています。
ここでは、東芝エレベータのユーザーさまをご紹介します。す。

乗 り 心 地、
いかがですか？

三鉄の全線開通を心待ちにしていた沿線の人々は、大漁旗を掲げて
到着する列車を出迎えた（北リアス線・田野畑［たのはた］駅付近）。
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1011 　2015　Vol.43

震
災
直
後
、停
車
中
の
列
車
内
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置

　

三
陸
鉄
道
、
通
称「
三さ

ん
て
つ鉄
」は
、

日
本
最
大
の
県
で
あ
る
岩
手
県

の
太
平
洋
岸
を
走
っ
て
い
る
。

県
北
部
の
久
慈
と
ほ
ぼ
中
央
に

当
た
る
宮
古
を
結
ぶ
北
リ
ア
ス

線
、
県
南
部
の
釜
石
│
盛さ

か
り

間

の
南
リ
ア
ス
線
を
運
行
さ
せ
る

第
三
セ
ク
タ
ー
の
鉄
道
会
社
だ

（
宮
古
│
釜
石
間
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

山
田
線
が
結
ぶ
）。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東
日

本
大
震
災
は
そ
ん
な
三
鉄
に
も

容
赦
な
く
襲
い
か
か
っ
た
。海
岸

線
エ
リ
ア
に
多
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
津
波
に
よ
っ
て
路
線

が
大
小
の
被
害
を
受
け
、
運
行
停

止
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

三
陸
鉄
道
株
式
会
社 

代
表
取
締

役
社
長
の
望
月
正
彦
氏
は
振
り

返
る
。

　
「
激
し
い
揺
れ
と
津
波
。

そ
ん
な
混
乱
の
な
か
、真
っ

先
に
手
を
つ
け
た
の
は
走

行
中
の
列
車
の
安
全
確
認

と
沿
線
の
状
況
把
握
で
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
通
信
手

段
が
ダ
ウ
ン
し
て
い
た
な

か
、
弊
社
で
は
事
前
に
災
害

優
先
携
帯
電
話
を
用
意
し

て
あ
っ
た
お
か
げ
で
、
約
８

割
ほ
ど
は
被
害
状
況
の
確

認
が
と
れ
ま
し
た
」

　

本
社
の
あ
る
宮
古
市
も

電
気
の
供
給
が
途
絶
え

た
が
、
三
鉄
宮
古
駅
に
は

ち
ょ
う
ど
久
慈
か
ら
到
着
し
た

ば
か
り
の
車
両
が
停
車
中
だ
っ

た
。
望
月
社
長
は
、
す
ぐ
さ
ま
そ

の
車
両
内
に
災
害
対
策
本
部
を

置
く
決
定
を
下
し
た
と
い
う
。

　
「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
が
、
こ
れ
ほ

ど
頼
も
し
い
存
在
に
思
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
っ
暗
な

街
の
な
か
で
、
そ
こ
だ
け
自
家
発

電
の
明
る
い
光
が
と
も
っ
た
の

で
す
。
そ
ん
な
車
両
内
に
大
き

な
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
と
ノ
ー
ト

を
持
ち
込
み
、
刻
々
と
入
る
状
況

報
告
を
一
言
一
句
漏
ら
さ
ず
書

き
留
め
ま
し
た
」

一
部
運
転
再
開
を
実
現
さ
せ
た

「
生
活
の
足
」の
使
命
感

　

明
治
三
陸
大
津
波
な
ど
の
被

災
経
験
を
踏
ま
え
、
三
鉄
は
あ

る
程
度
ま
で
津
波
を
想
定
し
た

路
線
設
定
や
築
堤
を
し
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
北
リ
ア
ス
線
の
島し

ま
の
こ
し越

駅
の
よ
う
に
、
駅
舎
か
ら
ホ
ー

ム
、
高
架
橋
や
橋
梁
ま
で
が
跡
形

も
な
く
流
出
し
た
例
も
あ
っ
た

が
、
線
路
や
橋
脚
が
多
大
な
被
害

を
受
け
た
の
は
５
カ
所
、
総
延
長

１
０
７
・
６
㎞
の
う
ち
５
・
８
㎞

ほ
ど
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
「
三
鉄
は
ま
ず
何
よ
り
沿
線
の

生
活
の
足
で
す
。
震
災
の
２
日

後
、
津
波
警
報
の
解
除
を
受
け

て
、
被
災
状
況
を
確
認
に
出
か
け

た
先
々
で『
い
つ
動
く
ん
だ
』と

何
度
も
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
」

（
望
月
氏
）

　

そ
ん
な
期
待
に
応
え
る
よ
う

に
復
旧
作
業
に
邁
進
し
た
三
鉄

は
、
久
慈
│
陸り

く
ち
ゅ
う
の
だ

中
野
田
間
の
３
月

16
日
を
皮
切
り
に
、
20
日
に
は
宮

古
│
田た

ろ
う老
間
、
29
日
に
は
小
本
に

ま
で
延
長
し
て
運
転
再
開
を
実

現
さ
せ
た
。
再
開
に
あ
た
っ
て

の
試
験
走
行
で
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
が
常
時
警
笛
を
鳴
ら
し
な
が

ら
沿
線
を
走
っ
た
と
い
う
。
安

全
確
認
に
加
え
、
列
車
の
走
行
を

知
ら
せ
る
こ
と
で
、
人
々
を
励

ま
そ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

三
鉄
の
復
活
は
、
恐
ろ
し
い
被
害

に
心
身
と
も
に
打
ち
の
め
さ
れ

て
い
た
震
災
直
後
の
人
々
を
大

き
く
勇
気
づ
け
た
。

顧
客
に
寄
り
添
う
鉄
道
を
目
指
し

初
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

　
「
結
局
、
２
０
１
４
年
の
４
月

ま
で
か
か
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

方
々
の
支
援
を
受
け
て
よ
う
や

く
全
線
再
開
し
ま
し
た
。
地
域

の
生
活
の
足
で
あ
る

と
と
も
に
、
こ
た
つ
列

車
や
お
座
敷
列
車
と

い
っ
た
企
画
で
、
こ
れ

か
ら
も
積
極
的
に
三

陸
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
望
月
氏
）

　

列
車
で
移
動
し
な
が
ら
被
災

地
の
今
を
、
直
接「
見
て
・
聞
い

て
・
感
じ
」る
震
災
学
習
列
車
の

運
行
も
そ
の
一
環
だ
と
い
う
。

　

そ
の
一
方
で
地
道
に
取
り
組

ん
で
い
る
方
針
の
ひ
と
つ
が
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
試
み
だ
。

　
「
沿
線
市
町
村
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
ス
ロ
ー
プ
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
整
備
し
、
お
客

さ
ま
に
寄
り
添
う
駅
づ
く
り
を

志
向
し
て
い
ま
す
。
駅
や
鉄
道

を
中
心
と
す
る
新
し
い
街
づ
く

り
の
ご
提
案
が
少
し
ず
つ
形
に

な
っ
て
き
ま
し
た
」（
望
月
氏
）

　

小
本
駅
に
設
置
さ
れ
た
三
鉄

初
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
ま
さ
に

そ
の
象
徴
的
な
１
台
で
あ
る
。

［本社］
住所：岩手県宮古市栄町4番地

［小
おも と

本駅］
住所：岩手県下閉伊郡岩泉町小本
概要：三陸鉄道北リアス線全16駅のうち、起点の
宮古から6番目に位置する。東日本大震災では直接
の津波被害を免れ、3月29日には宮古からの運転
再開が小本にまで伸びた。
施設：1984年開業、島式ホーム1面2線の高架駅。震災後バリアフ
リー化を意図し、入場口から高架ホームをつなぐエレベーターを新設。

三陸鉄道株式会社　代表取締役社長
望月 正彦氏　もちづき・まさひこ 復興とともに

バリアフリー化を目指す
自動車が主要な移動手段に変わるなかでも、
三陸沿岸の多くの人々に
愛され続ける三陸鉄道。
「生活の足」としての使命感が
東日本大震災で寸断された鉄路を甦らせ、
より一層使いやすい鉄道へと変容する原動力になった。

三陸鉄道vol.10

導入事例

ユ ー ザ ー 訪 問

北から南まで街の様々な場所でエレベーターは活躍しています。
ここでは、東芝エレベータのユーザーさまをご紹介します。す。

乗 り 心 地、
いかがですか？

三鉄の全線開通を心待ちにしていた沿線の人々は、大漁旗を掲げて
到着する列車を出迎えた（北リアス線・田野畑［たのはた］駅付近）。
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小本駅は無人駅で、周囲にはのどかな風景
が広がる。

バリアフリー化の一環で駅
に設置されたエレベーター。
停電時でも最大2時間の継
続運転が可能なタイプだ。

2011年に実施されたアーキエイド牡鹿半島サマーキャンプ。
福屋チームが、小渕浜（こぶちはま）の住民に熱心にヒアリング
した。

牡鹿半島大谷川浜（おおやがわはま）の高台移転予定地。
2015年、造成工事のさなかに東京工業大学塚本由晴研究室
は移転予定者とともに海が見えることを確認した。

建
築
家
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
支
援
と
は
何
か

　

ア
ー
キ
エ
イ
ド
と
は「
ア
ー
キ
テ

ク
ト（
建
築
家
）」と「
エ
イ
ド（
助
力
・

援
助
）」の
合
成
語
。
東
日
本
大
震
災

に
よ
っ
て
壊
滅
的
被
害
を
被
っ
た
沿

岸
地
域
の
復
興
に
向
け
て
、建
築
家
・

建
築
関
係
者
が
つ
く
り
あ
げ
た
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
名
称
だ
。
そ
の
活

動
を
主
導
し
た
一
人
・
福
屋
粧
子
氏

に
聞
い
た
。

　
「
３
・
11
は
、
私
た
ち
建
築
業
界
で

働
く
人
間
に
と
っ
て
も
大
変
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。
個
々
の
建
築
物
が
破
壊

さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
の
歴

史
や
伝
統
に
ま
で
及
ぶ
建
築
文
化
そ

の
も
の
が
根
こ
そ
ぎ
破
壊
さ
れ
て
し

ま
っ
た
か
ら
で
す
」

　

東
北
か
ら
北
関
東
ま
で
の
沿
岸
部

に
広
範
囲
に
広
が
っ
た
大
規
模
な
被

害
を
前
に
し
て
、
個
人
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
別
に
す
れ
ば
、
福
屋

氏
た
ち
は
数
カ
月
間
を
状
況
変
化
の

見
極
め
に
費
や
し
、
次
い
で
本
格
的

な
活
動
を
開
始
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が

現
実
の
建
築
文
化
の
復
興
に

　
「
行
政
主
導
の
復
興
計
画
は
大
き

な
枠
組
み
か
ら
決
ま
り
ま
す
が
、
住

民
の
方
々
の
生
活
は
個
々
の
土
地
と

強
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
建
築
家

と
し
て
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
で
、
復

興
計
画
と
住
民
の
思
い
の
間
に
あ
る

差
異
を
埋
め
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

（
福
屋
氏
） 

　

例
え
ば
、
津
波
の
被
害
を
受
け
た

土
地
か
ら
の
高
台
移
転
計
画
が
始
動

し
た
と
し
て
も
、
住
民
に
は
新
生
活

の
想
像
が
つ
か
な
い
。
だ
が
、
建
築

家
が
地
道
な
聞
き
取
り
で
彼
ら
の
思

い
を
知
り
、
模
型
や
完
成
予
想
図
を

間
に
意
見
を
戦
わ
せ
る
場
を
つ
く
り
、

出
て
き
た
も
の
を
計
画
内
容
に
反
映

す
れ
ば
、
両
者
を
有
機
的
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

　
「
具
体
的
な
成
果
の
ひ
と
つ
が
牡

鹿
半
島
の
再
生
復
興
で
す
。
半
島
に

は
30
近
い『
浜
』が
あ
り
津
波
に
襲
わ

れ
ま
し
た
が
、
共
通
点
は
そ
こ
ま
で
。

海
と
人
生
が
結
び
つ
い
て
い
る
と
い

う
点
は
共
通
で
も
、
個
々
の
浜
に
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
が
あ
り
、
そ
こ
に
暮

ら
す
人
た
ち
の
願
い
や
希
望
は
ま
る

で
違
っ
て
い
ま
し
た
」（
福
屋
氏
）

　

震
災
か
ら
４
年
、
ア
ー
キ
エ
イ
ド

は
そ
れ
ら
を
丹
念
に
拾
い
上
げ
、
多

く
の
浜
そ
れ
ぞ
れ
の「
復
興
」
を
描

く
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
れ
は
ま
さ

に「
浜
か
ら
浜
へ
の
希
望
の
伝
達
」と

な
っ
て
、姿
を
現
し
つ
つ
あ
る
。

ふ
く
や
・
し
ょ
う
こ
◉
1
9
7
1
年
東
京
都
生

ま
れ
の
建
築
家
。
1
9
9
8
年
、
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
妹
島
和

世
氏
と
西
沢
立
衛
氏
が
主
宰
す
る
S
A
N
A
A
、

東
北
工
業
大
学
専
任
講
師
等
を
経
て
、
2
0
1
5

年
よ
り
現
職
。

写真提供：アーキエイド

 岩泉町

宮古市

早急な運行再開の障害となったのは、駅までの道を埋め尽くし
ていた瓦礫の山だった。三鉄からの依頼で出動した自衛隊の協
力で確保された動線の先を列車が走る（田老駅付近）。
写真提供：三陸鉄道

建築家の
立場から

「アーキエイド」の
活動を通して復興

を支援

東
北
工
業
大
学 

工
学
部 

建
築
学
科

准
教
授

福
屋 

粧
子
氏



12

一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
た

釜
石
市
の
防
災
機
能

　
「
震
災
前
の
旧
庁
舎
が
あ
っ
た

の
は
市
の
中
心
部
。
甲か

つ
し子
川
沿

い
の
大お

お
わ
た
り渡
町
に
建
っ
て
い
た
築

50
年
以
上
と
い
う
建
物
で
、
私
は

そ
こ
で
被
災
し
ま
し
た
。
大
き

な
揺
れ
か
ら
数
十
分
後
、
隣
の
製

鉄
所
の
高
い
壁
が
大
音
響
と
と

も
に
崩
れ
落
ち
た
か
と
思
う
間

も
な
く
、
真
っ
黒
な
濁
流
が
庁

舎
を
飲
み
込
む
よ
う
に
襲
い
か

か
っ
て
き
ま
し
た
」

　

釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
で
消
防
長
を
務
め

る
猪
又
康
洋
氏
は
、
大
震
災
に

よ
る
津
波
で
活
動
拠
点
が
破
壊

さ
れ
た
瞬
間
を
、
そ
ん
な
ふ
う
に

語
っ
て
く
れ
た
。

　

釜
石
市
と
大
槌
町
を
併
せ
た

同
消
防
本
部
は
、
岩
手

県
内
に
あ
る
12
消
防
本

部
の
ひ
と
つ
で
、
同
じ

庁
舎
で
は
釜
石
消
防
署

も
活
動
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
何
度
と
な
く

津
波
の
被
害
を
受
け
て

き
た
土
地
、
し
か
も
防

災
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た

ち
だ
け
に
、
14
時
46
分

の
大
地
震
発
生
直
後
に

次
々
と
入
る
救
護
要
請

に
応
え
る
一
方
で
、
海

に
近
く
川
沿
い
に
あ
っ

た
消
防
本
部
の
建
物
か

ら
全
車
両
を
一
時
的
に

高
台
へ
避
難
さ
せ
る
べ

く
指
令
を
発
し
て
い
た
。

　
「
結
果
的
に
は
ほ
と
ん
ど
の
車

両
が
出
動
先
や
避
難
途
中
で
津

波
に
追
い
つ
か
れ
、
多
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
瞬
く
間
に
押

し
寄
せ
た
津
波
の
た
め
、
１
階
の

通
信
司
令
室
、
発
電
室
が
被
災
し

て
機
能
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
３
名
の
職
員
が
殉

職
し
ま
し
た
。
地
区
の
防
災
の

大
本
を
担
う
と
い
う
重
要
な
使

命
を
、
我
々
自
身
が
果
た
せ
な
く

な
る
と
い
う
事
態
に
陥
る
な
か
、

10
名
以
上
が
庁
舎
に
取
り
残
さ

れ
、孤
立
し
ま
し
た
」（
猪
又
氏
）

緊
急
消
防
援
助
隊
の
到
着
に

大
粒
の
涙
を
流
し
た
日

　

翌
日
、
潮
が
引
い
て
泥
沼
の
よ

う
に
な
っ
た
市
街
地
を
抜
け
、
津

波
が
届
か
な
か
っ
た
市
教
育
セ

ン
タ
ー
に
移
動
し
て
市
当
局
と

と
も
に
災
害
対
策
本
部
を
立
ち

上
げ
た
猪
又
氏
た
ち
。
し
か
し
、

そ
こ
で
も
ほ
ぞ
を
か
む
状
態
は

続
く
こ
と
に
な
る
。

　
「
気
持
ち
ば
か
り
焦
り
、
実

効
的
な
活
動
が
ほ
と
ん
ど
で
き

な
い
も
ど
か
し
さ
。
救
援
活
動

の
た
め
に
到
着
し
た
自
衛
隊
の

方
々
の
活
動
が
滞
ら
な
い
よ
う

に
調
整
し
な
が
ら
も
、
な
ぜ
自
分

た
ち
は
そ
れ
が
で
き
な
い
の
か

と
い
う
忸じ

く
じ怩

た
る
思
い
で
一
杯

で
し
た
」（
猪
又
氏
）

　

だ
か
ら
こ
そ
、
震
災
の
２
日
後
、

遠
い
大
阪
か
ら
緊
急
消
防
援
助

隊（
緊
援
隊
：
全
国
的
な
消
防
応
援

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
る
消

防
部
隊
で
、
被
災
地
だ
け
で
は
対
応

釜石大
おお つち

槌地区行政事務組合消防本部
消防長
猪又 康洋氏　いのまた・やすひろ

新庁舎を訪れる来客、
住民のための〝足 〟を用意
釜石の安心・安全を守るという重要な役割を担う消防。
未曾有の大震災は、その使命を胸に抱く
消防官たちの思いを一瞬のうちにズタズタに引き裂いた。
大震災を経験した彼らは今、
万全の装備と日々の訓練で自らを鍛えながら、
地域と共同して防災意識を育んでいる。

vol.11

導入事例

ユ ー ザ ー 訪 問

北から南まで街の様々な場所でエレベーターは活躍しています。
ここでは、東芝エレベータのユーザーさまをご紹介します。す。

乗 り 心 地、
いかがですか？

釜石大槌地区行政事務組合
消防本部

釜石大槌地区には、緊急消防援助隊 大阪府隊が1000km以上走り続け
て救助に駆けつけた。写真は、この話に感銘を受けた日本画家の池内璋美
（あきよし）氏が写真をもとに描いた絵。庁舎内に飾られている。

釜石市

住所：岩手県釜石市鈴子町16番19号
施設：鉄筋コンクリート造5階建て
概要：敷地面積3995㎡、延べ床面積2710㎡。1階車庫など、
2階施設庫、3階釜石消防署、4階釜石大槌地区行政事務組合消防
本部と指令センター。屋上には非常用発電機などを備える。

震災発生から丸一日経過した時点の釜石市大町の様子。大町は釜
石市の中心部にあり、旧消防本部があった大渡町は大町に隣接する。
写真提供：藤枝宏氏（フォトライブラリー 心象舎）
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一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
た

釜
石
市
の
防
災
機
能

　
「
震
災
前
の
旧
庁
舎
が
あ
っ
た

の
は
市
の
中
心
部
。
甲か

つ
し子
川
沿

い
の
大お

お
わ
た
り渡
町
に
建
っ
て
い
た
築

50
年
以
上
と
い
う
建
物
で
、
私
は

そ
こ
で
被
災
し
ま
し
た
。
大
き

な
揺
れ
か
ら
数
十
分
後
、
隣
の
製

鉄
所
の
高
い
壁
が
大
音
響
と
と

も
に
崩
れ
落
ち
た
か
と
思
う
間

も
な
く
、
真
っ
黒
な
濁
流
が
庁

舎
を
飲
み
込
む
よ
う
に
襲
い
か

か
っ
て
き
ま
し
た
」

　

釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
で
消
防
長
を
務
め

る
猪
又
康
洋
氏
は
、
大
震
災
に

よ
る
津
波
で
活
動
拠
点
が
破
壊

さ
れ
た
瞬
間
を
、
そ
ん
な
ふ
う
に

語
っ
て
く
れ
た
。

　

釜
石
市
と
大
槌
町
を
併
せ
た

同
消
防
本
部
は
、
岩
手

県
内
に
あ
る
12
消
防
本

部
の
ひ
と
つ
で
、
同
じ

庁
舎
で
は
釜
石
消
防
署

も
活
動
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
何
度
と
な
く

津
波
の
被
害
を
受
け
て

き
た
土
地
、
し
か
も
防

災
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た

ち
だ
け
に
、
14
時
46
分

の
大
地
震
発
生
直
後
に

次
々
と
入
る
救
護
要
請

に
応
え
る
一
方
で
、
海

に
近
く
川
沿
い
に
あ
っ

た
消
防
本
部
の
建
物
か

ら
全
車
両
を
一
時
的
に

高
台
へ
避
難
さ
せ
る
べ

く
指
令
を
発
し
て
い
た
。

　
「
結
果
的
に
は
ほ
と
ん
ど
の
車

両
が
出
動
先
や
避
難
途
中
で
津

波
に
追
い
つ
か
れ
、
多
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
瞬
く
間
に
押

し
寄
せ
た
津
波
の
た
め
、
１
階
の

通
信
司
令
室
、
発
電
室
が
被
災
し

て
機
能
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
３
名
の
職
員
が
殉

職
し
ま
し
た
。
地
区
の
防
災
の

大
本
を
担
う
と
い
う
重
要
な
使

命
を
、
我
々
自
身
が
果
た
せ
な
く

な
る
と
い
う
事
態
に
陥
る
な
か
、

10
名
以
上
が
庁
舎
に
取
り
残
さ

れ
、孤
立
し
ま
し
た
」（
猪
又
氏
）

緊
急
消
防
援
助
隊
の
到
着
に

大
粒
の
涙
を
流
し
た
日

　

翌
日
、
潮
が
引
い
て
泥
沼
の
よ

う
に
な
っ
た
市
街
地
を
抜
け
、
津

波
が
届
か
な
か
っ
た
市
教
育
セ

ン
タ
ー
に
移
動
し
て
市
当
局
と

と
も
に
災
害
対
策
本
部
を
立
ち

上
げ
た
猪
又
氏
た
ち
。
し
か
し
、

そ
こ
で
も
ほ
ぞ
を
か
む
状
態
は

続
く
こ
と
に
な
る
。

　
「
気
持
ち
ば
か
り
焦
り
、
実

効
的
な
活
動
が
ほ
と
ん
ど
で
き

な
い
も
ど
か
し
さ
。
救
援
活
動

の
た
め
に
到
着
し
た
自
衛
隊
の

方
々
の
活
動
が
滞
ら
な
い
よ
う

に
調
整
し
な
が
ら
も
、
な
ぜ
自
分

た
ち
は
そ
れ
が
で
き
な
い
の
か

と
い
う
忸じ

く
じ怩
た
る
思
い
で
一
杯

で
し
た
」（
猪
又
氏
）

　

だ
か
ら
こ
そ
、
震
災
の
２
日
後
、

遠
い
大
阪
か
ら
緊
急
消
防
援
助

隊（
緊
援
隊
：
全
国
的
な
消
防
応
援

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
る
消

防
部
隊
で
、
被
災
地
だ
け
で
は
対
応

困
難
な
災
害
発
生
時
に
編
成
さ
れ
る
）

の
真
っ
赤
な
車
列
が
到
着
し
た

時
に
は
、
猪
又
氏
自
身
、
大
粒
の

涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

震
災
発
生
か
ら
１
〜
２
週
間

は
、
文
字
ど
お
り
戦
場
の
よ
う
な

非
常
事
態
が
継
続
し
た
釜
石
大

槌
地
区
。
１
日
の
食
料
が
パ
ン

１
つ
、
カ
ッ
プ
麺
１
つ
と
い
う
極

限
状
態
が
続
く
な
か
釜
石
大
槌

の
消
防
官
た
ち
が
頑
張
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
強
い
使
命
感
に

加
え
、
遠
路
を
も
の
と
も
せ
ず
支

援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
全
国

の
仲
間
た
ち
と
の
気
持
ち
の
交

流
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

地
域
住
民
と
の
絆
の
象
徴

　

被
災
後
、
長
く
仮
庁
舎
や
出
張

所
で
の
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
同
消
防
本
部
・
釜
石
消
防
署
の

新
た
な
拠
点
が
完
成
し
た
の
は

２
０
１
４
年
３
月
。
震
災
か
ら

３
年
が
た
っ
て
い
た
。

　
「
津
波
の
浸
水
域
か
ら
外
れ
、

旧
庁
舎
の
４
倍
近
い
床
面
積
の

新
庁
舎
で
は
、
教
訓
を
活
か
し
通

信
司
令
セ
ン
タ
ー
や
発
電
設
備

を
屋
上
部
分
に
設
置
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
地
域
と
協
力
し
て
防

災
意
識
を
高
め
て
い
く
活
動
も
、

疎
か
に
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま

せ
ん
」（
猪
又
氏
）

　

日
々
こ
れ
訓
練
の
消
防
官
た

ち
は
通
常
、
階
段
を
利
用
す
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
新
庁
舎
に
設

置
し
た
理
由
を
尋
ね
た
。

　
「
お
客
さ
ま
や
地
域
住
民
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
際
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
市
民

と
と
も
に
あ
る
消
防
を
象
徴
す

る
機
器
な
の
で
す
」と
猪
又
氏
は

最
後
に
そ
う
結
ん
で
く
れ
た
。

釜石大
おお つち

槌地区行政事務組合消防本部
消防長
猪又 康洋氏　いのまた・やすひろ

新庁舎を訪れる来客、
住民のための〝足 〟を用意
釜石の安心・安全を守るという重要な役割を担う消防。
未曾有の大震災は、その使命を胸に抱く
消防官たちの思いを一瞬のうちにズタズタに引き裂いた。
大震災を経験した彼らは今、
万全の装備と日々の訓練で自らを鍛えながら、
地域と共同して防災意識を育んでいる。

vol.11

導入事例

ユ ー ザ ー 訪 問

北から南まで街の様々な場所でエレベーターは活躍しています。
ここでは、東芝エレベータのユーザーさまをご紹介します。す。

乗 り 心 地、
いかがですか？

釜石大槌地区行政事務組合消防本部が入居する新庁舎の外観。

※弊社の標準形マシンルームレスエレベーター「SPACEL-GR」向け付加仕様として、機能をさらに充実させた「トスムーブNEO」を販売しています。
　詳しくは弊社Webサイトからご確認いただけます（http://www.toshiba-elevator.co.jp/elv/new/elevator/option/tosmove_neo.html）。

メーカーの
立場から

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
通
し
た〝
復
興
〞は

被
災
地
の
要
望
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

東
北
支
社　

盛
岡
支
店　

東
北
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

花
村 

寧

は
な
む
ら
・
や
す
し

釜石大槌地区行政事務組合
消防本部

気
持
ち
最
優
先
で
、

心
と
心
を
通
わ
す

　

こ
れ
ま
で
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
製
品

の
導
入
実
績
が
な
か
っ
た
三
陸
鉄
道

と
釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
規
設

置
を
成
功
さ
せ
た
の
は
、
２
０
１
０

年
か
ら
岩
手
で
の
新
設
営
業
を
担
当

す
る
花
村
寧
だ
。

　

首
都
圏
で
の
仕
事
が
長
か
っ
た
と

は
い
え
、
岩
手
生
ま
れ
の
花
村
。
復

興
に
伴
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
新
規
導

入
活
動
に
は
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た

と
い
う
。

　
「
震
災
で
沿
岸
部
は
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
震
災
直
後
の
光

景
は
想
像
を
絶
し
、
も
と
の
街
並
み

に
戻
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
か

と
絶
句
し
た
ほ
ど
で
し
た
。
現
地
で

お
会
い
す
る
方
々
は〝
被
災
者
〞
で

も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
親
戚
が

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
、
仮
設
住
宅
か

ら
通
勤
さ
れ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。『
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
営
業
に
来

た
』で
は
な
く
、お
気
持
ち
を
察
す
る

こ
と
を
最
優
先
に
し
た
こ
と
で
徐
々

に
心
が
通
じ
、
私
の
立
場
も
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
本
当
に
幸
い
で
し
た
」

　

心
と
心
を
つ
な
い
だ
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
、
今
日
も
利
用
者
を
目
的
階

ま
で
案
内
し
て
い
る
。

　

市
内
の
中
心
部
に
位
置

し
た
旧
庁
舎
が
津
波
に
よ

る
被
災
で
復
旧
不
可
能
と

な
る
な
か
、
消
防
は
数
年

に
わ
た
り
仮
設
の
拠
点
で

業
務
に
従
事
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
防
災
の

要
で
あ
る
新
庁
舎
は
、
防

災
設
備
装
備
の
充
実
に
加

え
、
地
域
住
民
と
の
協
調

に
も
配
慮
の
厚
い
も
の
と

な
る
。

　
「
旧
庁
舎
よ
り
も
多
少
内

陸
側
と
は
い
え
、
近
く
ま

で
津
波
が
来
て
い
ま
す
し
、

河
川
に
も
隣
接
し
て
い
ま

す
。
そ
の
点
を
考
慮
し
、災

害
に
強
く
地
震
時
自
動
復

旧
運
転
を
標
準
装
備
し
た

製
品
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

市
や
消
防
本
部
の
ス
タ
ッ

フ
、
設
計
事
務
所
さ
ま
、
建

設
会
社
さ
ま
に
も
高
い
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」

釜
石
大
槌
地
区

行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
の
場
合

三
陸
鉄
道
の
場
合

　

岩
泉
町
小
本
地
区
は
津

波
に
襲
わ
れ
た
が
、
小
本

駅
舎
に
ま
で
被
害
は
及
ば

な
か
っ
た
。
そ
ん
な
な
か

三
陸
鉄
道
は
、
岩
泉
町
が

計
画
す
る
、
駅
と
併
設
す

る「
防
災
施
設
」と
の
連
携

を
模
索
し
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
に
も
使
い
や
す
く
、

安
全
性
も
確
保
で
き
る
駅

ホ
ー
ム
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
目
指
し
て
、
初
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
決
定

し
た
。

　
「
災
害
へ
の
耐
久
性
に

優
れ
た
製
品
を
提
案
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
駅
舎
は

公
共
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

停
電
時
で
も
最
大
２
時
間

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
継
続
運

転
可
能
に
す
る
業
界
初
の

機
能（
※
）
も
オ
プ
シ
ョ
ン

と
し
て
採
用
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
」

新庁舎内のエレベーター。
職員はふだん使用せず、あくまで住民
サービスの一環として設置された。

釜石大槌地区には、緊急消防援助隊 大阪府隊が1000km以上走り続け
て救助に駆けつけた。写真は、この話に感銘を受けた日本画家の池内璋美
（あきよし）氏が写真をもとに描いた絵。庁舎内に飾られている。

釜石市

住所：岩手県釜石市鈴子町16番19号
施設：鉄筋コンクリート造5階建て
概要：敷地面積3995㎡、延べ床面積2710㎡。1階車庫など、
2階施設庫、3階釜石消防署、4階釜石大槌地区行政事務組合消防
本部と指令センター。屋上には非常用発電機などを備える。

震災発生から丸一日経過した時点の釜石市大町の様子。大町は釜
石市の中心部にあり、旧消防本部があった大渡町は大町に隣接する。
写真提供：藤枝宏氏（フォトライブラリー 心象舎）
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震
災
か
ら
４
年
、

今
一
番
熱
い
場
所

　

独
立
行
政
法
人 

都
市
再
生
機

構
、通
称「
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
」が
岩

手
・
宮
城
・
福
島
の
震
災
被
災
３

県
で
復
旧
支
援
に
着
手
し
た
の

は
、
震
災
か
ら
１
カ
月
も
た
た

な
い
２
０
１
１
年
４
月
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
４
年
余
り
が
た
ち
、
一

歩
被
災
地
を
離
れ
れ
ば
、
あ
れ
ほ

ど
の
大
震
災
の
記
憶
も
徐
々
に

薄
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
声
さ
え

も
聞
か
れ
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な

世
間
の
流
れ
と
は
裏
腹
に
、
多
く

の
人
々
が
一
心
不
乱
に
復
興
業

務
に
取
り
組
ん
で
い
る
場
所
が
あ

る
。
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
宮
城
・
福

島
震
災
復
興
支
援
本
部（
仙
台

市
）や
岩
手
震
災
復
興
支
援
本
部

（
盛
岡
市
）は
、
そ
の
代
表
と
も
い

え
る
存
在
だ
。

　
「
私
た
ち
の
支
援
事
業
、
な
か

で
も
災
害
公
営
住
宅
の
仕
掛
か

り
戸
数
は
、
今
が
ピ
ー
ク
と
い
っ

て
よ
い
状
況
で
す
」

　

そ
う
説
明
し
て
く
れ
た
の
は
、

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構 

宮
城
・
福
島
震

災
復
興
支
援
本
部 

住
宅
整
備
部

長
の
佐
藤
文
昭
氏
で
あ
る
。

　
「
我
々
の
仕
事
は
、
各
被
災

自
治
体
や
住
民
の
方
々
と
二
人

三
脚
で
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

ま
ず
自
治
体
と
の
間
で
復
興
ま

ち
づ
く
り
の
計
画
を
協
議
し
、
そ

こ
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
い
て
、
住

民
の
方
々
へ
の
説
明
会
や
面
談

を
実
施
、
個
別
の
事
業
計
画
を
立

て
、
や
っ
と
工
事
に
取
り
か
か

る
と
い
っ
た
手
順
を
踏
ん
で
進

め
ま
す
。
災
害
公
営
住
宅
に
関

し
て
は
、
自
治
体
か
ら
の
要
請
に

よ
っ
て
建
設
を
進
め
、
完
成
後
に

譲
渡
し
ま
す
」

　

そ
れ
だ
け
周
到
な
準
備
を
整

え
、初
め
て
ス
タ
ー
ト
す
る
事
業

だ
け
に
、立
ち
上
げ
か
ら
完
成
引

き
渡
し
ま
で
に
は
、少
な
く
と
も

２
年
半
程
度
の
時
間
が
必
要
と

な
る
。
そ
の
結
果
が
先
の
言
葉

に
あ
っ
た
よ
う
な
住
宅
整
備
事

業
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
の

だ
。

入
居
を
心
待
ち
に
す
る

新
し
い
住
民
た
ち
の
た
め
に

　
「
ピ
ー
ク
だ
か
ら
こ
そ
万
全
を

期
し
、
完
成
に
向
け
て
邁
進
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

例
え
ば
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
の

予
定
日
に
、
悪
天
候
等
で
打
設
で

き
な
い
こ
と
が
起
こ
る
と
、
１

日
の
遅
れ
で
は
済
ま
な
く
な
る
。

こ
れ
は
、
そ
の
後
の
仕
事
の
段
取

り
が
変
わ
り
、
各
職
人
さ
ん
の
現

場
に
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
再
調

整
し
て
段
取
り
替
え
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

こ
の
工
程
修
正
を
繰
り
返
し
、
リ

ス
ク
を
回
避
し
て
、
日
々
の
施
工

を
確
実
に
行
わ
な
け
れ
ば
、
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
工
期

遅
延
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

一
方
で
、
住
宅
完
成
を
心
待
ち

に
さ
れ
る
住
民
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
で
す
か
ら
私
た

ち
は
今
、『
物
事
は
２
倍
速
で
』を

合
い
言
葉
に
し
て
、
こ
の
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
」（
佐

藤
氏
）

　

震
災
以
降
最
大
の
陣
容
と
な

る
４
０
０
人
体
制
に
ま
で
拡
大

し
た
と
は
い
え
、
広
大
な
東
北
３

県
に
広
が
る
支
援
先
と
の
協
議

や
現
場
説
明
な
ど
で
、
多
く
の
職

員
は
事
務
所
で
席
を
温
め
る
暇

も
な
い
毎
日
だ
と
い
う
。

　
「
全
国
の
中
堅
ク
ラ
ス
、
一
番

脂
の
乗
り
切
っ
た
層
が
中
心
と

な
り
、
自
ら
志
願
し
て
集
ま
っ
て

き
た
４
０
０
人
で
す
。
仕
掛
か

り
事
業
の
ほ
と
ん
ど
が
完
成
す

る
２
０
１
７
年
末
ま
で
忙
し
さ

が
続
き
ま
す
が
、
き
っ
と
乗
り
切

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
佐
藤
氏
）

復
興
ま
ち
づ
く
り
と

４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
復
興
支
援

事
業
に
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
あ
る
。「
地
域
に
根
ざ
し
た

住
宅
建
設
」「
高
齢
者
・
子
育
て

層
の
安
心
居
住
」「
地
域
の
防
災

拠
点
整
備
」「
環
境
へ
の
配
慮
」だ
。

　

な
か
で
も
年
齢
層
の
違
い
を

越
え
た
相
互
交
流
を
基
礎
に
置

く
安
心
住
居
に
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
果
た
す
役
割
が
欠
か
せ

な
い
。
集
合
住
宅
を
、
単
な
る
住

居
の
集
ま
り
か
ら
人
と
人
が
つ

な
が
り
合
う
素
敵
な
ま
ち
へ
と

［事務所］
住所：宮城県仙台市宮城野区榴岡4-6-1　東武仙台第1ビル7階

［多賀城市営桜木住宅］
住所：宮城県多賀城市桜木2-4
施設：鉄筋コンクリート造4～6階建て
概要：住宅（160戸）、集会所、高齢者生活相談所、保育所、津波避難
ビル機能、車いす使用者向け住宅、ペット共生住宅

独立行政法人 都市再生機構
宮城・福島震災復興支援本部　住宅整備部長
岩手震災復興支援本部　住宅整備部付（兼務）
佐藤 文昭氏　さとう・ふみあき

高齢者から子どもまで
快適な住空間を提供
都市再生機構が東日本大震災の被災地区で手がける
支援事業がピークを迎えつつある。
震災によって家を失った人々の、
新たな希望や夢のよすがともなる
災害公営住宅が続々と姿を現してきた。
その多くでは、エレベーターが活躍している。

vol.12

導入事例

ユ ー ザ ー 訪 問

北から南まで街の様々な場所でエレベーターは活躍しています。
ここでは、東芝エレベータのユーザーさまをご紹介します。す。

乗 り 心 地、
いかがですか？

都市再生機構
宮城・福島震災復興支援本部

多賀城市

仙台市
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2号棟のエレベーター。2号棟には
多賀城市桜木保育所が入居している。
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持
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人
々
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れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
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り
を
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で
す
。
そ
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は
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住
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都市再生機構が東日本大震災の被災地区で手がける
支援事業がピークを迎えつつある。
震災によって家を失った人々の、
新たな希望や夢のよすがともなる
災害公営住宅が続々と姿を現してきた。
その多くでは、エレベーターが活躍している。

vol.12

導入事例

ユ ー ザ ー 訪 問

北から南まで街の様々な場所でエレベーターは活躍しています。
ここでは、東芝エレベータのユーザーさまをご紹介します。す。

乗 り 心 地、
いかがですか？

※2015年7月1日現在　出典：UR都市機構「東日本大震災の復興支援に関するお知らせ」に掲載されている図をもとに作成。
http: //www.ur-net.go.jp/saigai/index.html

UR都市機構の多賀城市営桜木住宅の外観。多賀城市としては
初の災害公営住宅で、2014年10月に竣工した。
写真提供：都市再生機構
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ー
の
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か
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フ
ッ
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と
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築
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多
く
の
高
層
住
宅
が
あ
っ
た
と

は
い
え
な
か
っ
た
風
景
が
、
沿
岸

地
域
を
中
心
に
、
震
災
復
興
を
契

機
と
し
て
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
よ
る
災
害

公
営
住
宅
の
整
備
を
代
表
に
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

そ
の
新
設
営
業
最
前
線
に
立
つ
の

が
東
北
支
社
営
業
部
の
有
馬
祐
介

で
あ
る
。

　
「
2
0
1
3
年
に
異
動
し
て
く

る
以
前
の
首
都
圏
で
の
仕
事
と
は
、

様
々
な
意
味
で
相
違
点
が
大
き
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
Ｕ

Ｒ
都
市
機
構
さ
ま
か
ら
の
ご
依
頼

は
数
の
多
さ
が
特
徴
で
す
が
、
一

台
一
台
の
ご
注
文
と
同
様
の
丁
寧

な
対
応
で
は
、
誰
に
も
引
け
を
取

ら
な
い
自
信
が
あ
り
ま
す
」

　

有
馬
の
持
ち
味
は
、
県
を
越
え

て
広
が
る
広
域
の
担
当
地
区
を
も

の
と
も
し
な
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

軽
さ
と
、
徹
底
的
に
顧
客
の
要
望

に
向
き
合
っ
た
う
え
で
の
柔
軟
な

提
案
力
だ
。「
復
興
は
ま
だ
ま
だ
緒

に
就
い
た
ば
か
り
。
決
し
て
風
化

さ
せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
語
る

有
馬
の
活
躍
も
、
ま
だ
緒
に
就
い

た
ば
か
り
だ
。

都市再生機構
宮城・福島震災復興支援本部

　

岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
３
県
で
の
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
復
興
支
援
は
、
大
き
く
復
興

市
街
地
整
備
事
業
と
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
の
２
つ
か
ら
な
る
。
前
者
は
、
震

災
に
よ
る
津
波
の
被
害
を
受
け
た
地
区
で
、
新
た
に
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
高
台
移
転
や
盛
り
土
の
か
さ
上
げ
に
よ
る
住
宅
地
整
備
が
目
的
。
後
者
は
、
被

災
当
初
、
仮
設
住
宅
な
ど
に
居
住
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
住
民
が
、
安
心
・
継
続
し

て
暮
ら
す
た
め
の
仮
設
で
は
な
い
住
宅
を
整
備
す
る
事
業
だ
。

　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
こ
れ
ら
の
事
業
を
３
県
合
計
で
22
に
及
ぶ
被
災
公
共
団
体

で
実
施
。
す
で
に
４
町
村
で
は
業
務
を
完
了
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、市
町
村
や
住
民

と
協
調
し
な
が
ら
、
単
に
ハ
ー
ド
面
で
の
支
援
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
文
字
ど
お
り

の「
ま
ち
づ
く
り
」に
向
け
た
ソ
フ
ト
面
で
の
取
り
組
み
に
も
参
画
し
て
い
る
。

多賀城市

仙台市

東北３県の復興まちづくり
UR都市機構が
支援する取り組み

ＵＲ都市機構の
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冒
険
を
求
め
て

日
本
に
や
っ
て
き
た

　
「
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ハ
ー
ラ
ン
」と
い

う
フ
ル
ネ
ー
ム
に
は
な
じ
み
が
な

く
て
も
、
愛
称「
パ
ッ
ク
ン
」と
聞

く
と
ご
存
じ
の
人
は
多
い
だ
ろ
う
。

マ
ッ
ク
ン（
吉
田
眞
さ
ん
）と
の
お
笑

い
コ
ン
ビ
、パ
ッ
ク
ン
マ
ッ
ク
ン
で

日
本
人
顔
負
け
の
漫
才
を
披
露
す

る
か
と
思
え
ば
、流
暢
な
日
本
語
で

司
会
役
を
こ
な
し
、英
会
話
番
組
で

は
講
師
も
務
め
る
。

　

ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
出
身

の
パ
ッ
ク
ン
が
来
日
し
た
の
は
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
卒
業
し
た

1
9
9
3
年
の
夏
。
最
初
か
ら
日

本
に
興
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
日
本
で
英
語
の
先
生
を

や
る
こ
と
に
な
っ
た
幼
な
じ
み
の

大
親
友
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
だ
と
い
う
。

　
「
大
学
卒
業
後
、
そ
の
ま
ま
就
職

す
る
の
で
は
な
く
、冒
険
が
し
て
み

た
か
っ
た
の
で
す
」

　

当
時
、そ
の
大
親
友
は
福
井
で
就

職
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、パ
ッ
ク

ン
も
福
井
に
移
り
住
み
、生
活
の
た

め
に
英
会
話
学
校
の
先
生
と
な
っ

た
。
日
本
の
音
楽
を
知
り
た
い
と

日
本
人
の
友
だ
ち
に
相
談
す
る
と
、

勧
め
ら
れ
た
の
が
福
井
出
身
の
歌

手
・
五
木
ひ
ろ
し
の
音
楽
だ
っ
た
。

「
待
っ
て
い
る
女
」が

パ
ッ
ク
ン
の
十
八
番
に

　

福
井
に
は
２
年
半
ほ
ど
い
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ラ
ジ
オ
局
の
Ｄ

Ｊ
を
や
っ
て
い
た
時
に
知
り
合
っ

た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
、俳
優
に
な
っ

て
い
つ
か
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
出

た
い
と
い
う
昔
か
ら
の
夢
を
語
る

と
、そ
れ
な
ら
東
京
へ
行
く
べ
き
だ

と
勧
め
ら
れ
た
。
東
京
に
出
て
か

ら
は
声
優
、
モ
デ
ル
、
Ｄ
Ｊ
、
エ
キ

ス
ト
ラ
と
な
ん
で
も
屋
だ
っ
た
。

　

そ
の
頃
に
五
木
ひ
ろ
し
の『
全
曲

ス
ー
パ
ー
ヒ
ッ
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

を
購
入
。２
枚
組
の
Ｃ
Ｄ
だ
っ
た
が
、

歌
詞
カ
ー
ド
を
読
み
込
み
、歌
を
聴

き
込
む
う
ち
に
全
曲
好
き
に
な
っ

た
と
い
う
。

　
あ
る
時
、と
あ
る
会
社
の
社
長
か

ら
の「
事
務
所
に
遊
び
に
お
い
で
」

と
い
う
社
交
辞
令
を
真
に
受
け
て
、

本
当
に
行
っ
て
み
る
と
、な
ん
と
社

長
室
に
は
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
が
！

そ
こ
で
歌
い
方
を
教
え
て
も
ら
っ

た
の
が
、福
井
時
代
に
好
き
に
な
っ

た「
待
っ
て
い
る
女
」だ
っ
た
。

　
「
こ
の
曲
は
音
域
も
メ
ロ
デ
ィ
ー

も
僕
に
は
と
て
も
歌
い
や
す
か
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
に
歌
詞
が
奥
深

い
。
例
え
ば『
女
は
見
送
る　

そ
の

先
は　
曲
り
角
』は
本
当
の
曲
り
角

な
の
か
、
そ
れ
と
も
別
れ
を
告
げ

る
人
生
の
曲
り
角
な
の
か
。『
夢
は

散
る
の
か
』も
普
通
散
る
と
い
え
ば

葉
っ
ぱ
で
す
が
、夢
と
か
け
て
い
る
。

日
本
語
の
比
喩
表
現
が
巧
み
で
、す

ご
く
気
に
入
り
ま
し
た
」。「
待
っ
て

い
る
女
」は
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
パ
ッ

ク
ン
の
十
八
番
と
な
っ
た
。

　

東
京
に
出
て
１
年
、
漫
才
の
相

方
を
探
し
て
い
た
マ
ッ
ク
ン
と
知

り
合
い
、
俳
優
の
幅
を
広
げ
よ
う

と
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
。
パ
ッ
ク
ン

マ
ッ
ク
ン
の
誕
生
で
あ
る
。
新
宿
、

渋
谷
、
原
宿
な
ど
で
漫
才
の
路
上

ラ
イ
ブ
を
敢
行
し
て
芸
を
鍛
え
続

け
、初
舞
台
は
大
成
功
。
以
来
と
ん

と
ん
拍
子
で
仕
事
が
舞
い
込
む
よ

う
に
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
出
演
も
増

え
、番
組
で
は
大
好
き
な
五
木
さ
ん

ご
本
人
と
も
共
演
し
て
、福
井
の
話

を
し
た
。
お
か
げ
で
五
木
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
舞
台
上
に
呼
ば

れ
、
一
小
節
だ
け
一
緒
に「
待
っ
て

い
る
女
」を
歌
っ
た
。
今
思
い
出
し

て
も
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
感
動
し
た

と
い
う
。
ま
た
、番
組
を
通
し
て
知

り
合
っ
た
、と
あ
る
企
業
の
経
営
者

か
ら
カ
ラ
オ
ケ
パ
ー
テ
ィ
に
誘
わ

れ
た
時
も
こ
の
曲
を
歌
っ
て
喝
采

を
博
し
、親
交
を
深
め
た
。
パ
ッ
ク

ン
に
と
っ
て
歌
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
大
切
な
道

具
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て「
待
っ

て
い
る
女
」は
特
別
な
歌
だ
と
も
。

　

最
後
に
、今
後
の
活
動
に
つ
い
て

聞
い
て
み
た
。

　
「
今
も
ハ
リ
ウ
ッ
ド
俳
優
に
な
る

夢
は
捨
て
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、お

笑
い
や
司
会
と
い
っ
た
仕
事
も
と

て
も
楽
し
い
。
だ
か
ら
僕
は
、こ
の

先
も
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
待
っ
て
い
る
女
」

歌
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
大
切
な
道
具

パ
ト
リ
ッ
ク・ハ
ー
ラ
ン
さ
ん
（
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
）

「待っている女」「待っている女」
歌：五木ひろし歌：五木ひろし
作詞：山口洋子　作曲：藤本卓也作詞：山口洋子　作曲：藤本卓也
※現在廃盤。『五木ひろし ベストセレクション1』※現在廃盤。『五木ひろし ベストセレクション1』
（徳間ジャパンコミュニケーションズ）に収録。（徳間ジャパンコミュニケーションズ）に収録。

私
の
忘
れ
ら
れ
な
い
本
・
映
画
・
音
楽

歌詞に関しては、以下のWebページをご参照ください。
http://www.kget.jp/lyric/17444/%E5%BE%85%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%
8B%E5%A5%B3_%E4%BA%94%E6%9C%A8%E3%81%B2%E3%82%8D%E3%81%97
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の
か
、
そ
れ
と
も
別
れ
を
告
げ

る
人
生
の
曲
り
角
な
の
か
。『
夢
は

散
る
の
か
』も
普
通
散
る
と
い
え
ば

葉
っ
ぱ
で
す
が
、夢
と
か
け
て
い
る
。

日
本
語
の
比
喩
表
現
が
巧
み
で
、す

ご
く
気
に
入
り
ま
し
た
」。「
待
っ
て

い
る
女
」は
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
パ
ッ

ク
ン
の
十
八
番
と
な
っ
た
。

　

東
京
に
出
て
１
年
、
漫
才
の
相

方
を
探
し
て
い
た
マ
ッ
ク
ン
と
知

り
合
い
、
俳
優
の
幅
を
広
げ
よ
う

と
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
。
パ
ッ
ク
ン

マ
ッ
ク
ン
の
誕
生
で
あ
る
。
新
宿
、

渋
谷
、
原
宿
な
ど
で
漫
才
の
路
上

ラ
イ
ブ
を
敢
行
し
て
芸
を
鍛
え
続

け
、初
舞
台
は
大
成
功
。
以
来
と
ん

と
ん
拍
子
で
仕
事
が
舞
い
込
む
よ

う
に
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
出
演
も
増

え
、番
組
で
は
大
好
き
な
五
木
さ
ん

ご
本
人
と
も
共
演
し
て
、福
井
の
話

を
し
た
。
お
か
げ
で
五
木
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
舞
台
上
に
呼
ば

れ
、
一
小
節
だ
け
一
緒
に「
待
っ
て

い
る
女
」を
歌
っ
た
。
今
思
い
出
し

て
も
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
感
動
し
た

と
い
う
。
ま
た
、番
組
を
通
し
て
知

り
合
っ
た
、と
あ
る
企
業
の
経
営
者

か
ら
カ
ラ
オ
ケ
パ
ー
テ
ィ
に
誘
わ

れ
た
時
も
こ
の
曲
を
歌
っ
て
喝
采

を
博
し
、親
交
を
深
め
た
。
パ
ッ
ク

ン
に
と
っ
て
歌
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
大
切
な
道

具
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て「
待
っ

て
い
る
女
」は
特
別
な
歌
だ
と
も
。

　

最
後
に
、今
後
の
活
動
に
つ
い
て

聞
い
て
み
た
。

　
「
今
も
ハ
リ
ウ
ッ
ド
俳
優
に
な
る

夢
は
捨
て
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、お

笑
い
や
司
会
と
い
っ
た
仕
事
も
と

て
も
楽
し
い
。
だ
か
ら
僕
は
、こ
の

先
も
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
待
っ
て
い
る
女
」

歌
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
大
切
な
道
具

パ
ト
リ
ッ
ク・ハ
ー
ラ
ン
さ
ん
（
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
）

「待っている女」「待っている女」
歌：五木ひろし歌：五木ひろし
作詞：山口洋子　作曲：藤本卓也作詞：山口洋子　作曲：藤本卓也
※現在廃盤。『五木ひろし ベストセレクション1』※現在廃盤。『五木ひろし ベストセレクション1』
（徳間ジャパンコミュニケーションズ）に収録。（徳間ジャパンコミュニケーションズ）に収録。

私
の
忘
れ
ら
れ
な
い
本
・
映
画
・
音
楽

Patrick Harlan●1970年生まれ、
アメリカ・コロラド州出身。
1993年ハーバード大学比較宗
教学部卒業後、来日。パックンマ
ックンとしてお笑いコンビを組
むかたわら、俳優、声優などを
マルチにこなす。2012年以降は、
東京工業大学リベラルアーツセ
ンターで教鞭もとる。『ツカむ！
話術』（角川新書）ほか著書も多い。
衣装提供:J.FERRY

歌詞に関しては、以下のWebページをご参照ください。
http://www.kget.jp/lyric/17444/%E5%BE%85%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%
8B%E5%A5%B3_%E4%BA%94%E6%9C%A8%E3%81%B2%E3%82%8D%E3%81%97
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宮 城 県

気
けせんぬま

仙沼市

牛
乳
屋
さ
ん
が

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
!?

　
「
希
望
の 

の
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」と
い
う

商
品
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？　

東
日
本

大
震
災
か
ら
１
年
後
の
２
０
１
２
年
３

月
11
日
に
発
売
が
開
始
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
一
部
の
物
産
展
、
コ
ン
サ
ー

ト
・
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
販
売
さ
れ
て

い
る
。

　

実
は
こ
の
商
品
の
販
売
収
益
は
、
気

仙
沼
市
内
に
あ
る「
気
仙
沼
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」の
建
設
費

や
修
理
・
維
持
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

２
０
１
４
年
３
月
30
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

た
の
も
、
の
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
開
発
・
販

売
し
た
の
も
、
牛
乳
販
売
店
を
本
業
と
す

る
千
葉
清
英
さ
ん
だ
。

　
「
私
は
東
日
本
大
震
災
で
家
族
７
人
を

失
い
、
長
男
の
瑛
太
と
た
っ
た
２
人
で
生

き
残
り
ま
し
た
。
家
と
新
車
も
津
波
で

流
さ
れ
、
文
字
ど
お
り
す
べ
て
を
失
い
ま

し
た
。
精
神
的
に
滅
入
っ
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
亡
く
な
っ
た
家
族
は
、
私

が
人
の
た
め
に
動
く
こ
と
を
望
ん
で
い

る
だ
ろ
う
と
考
え
た
ら
吹
っ
切
れ
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
人
の
た
め
に
活
動
し
よ

う
、
家
族
の
分
ま
で
生
き
よ
う
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
ま
し
た
」

　

千
葉
さ
ん
は
、
様
々
な
思
い
を
胸
に
秘

め
な
が
ら
も
笑
顔
で
こ
う
語
っ
て
く
れ
た
。

息
子
と
の
約
束
か
ら
生
ま
れ
た

希
望
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

第7回

宮
城
県
気
仙
沼
市

「
夢
は
あ
り
ま
す
か
？
」と
問
わ
れ
た
時
、あ
な
た
は「
あ
り
ま
す
」と
答
え
ら

れ
ま
す
か
？　

確
か
に
、日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
い
る
と
、い
つ
の
間
に
か

夢
を
見
失
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、夢
が
な
い
と
、人
は
ど
ん

ど
ん
流
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
さ
さ
や
か
な
夢
で
い
い
の
で
、
何
か
夢
を
持
つ

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

株
式
会
社
気
仙
沼
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
千
葉
一
商
事　

代
表
取
締
役

千
葉 
清
英
さ
ん　
ち
ば
・
き
よ
ひ
で

◉人口：約6万7000人　◉面積：333 . 41㎢

【
宮
城
県
気
仙
沼
市
】

宮
城
県
の
北
東
端
に
位
置
し
、北
部
、

西
部
は
岩
手
県
と
接
す
る
。
太
平

洋
に
面
す
る
沿
岸
部
は
変
化
に
富

ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸
を
形
成
し
、古

く
か
ら
水
産
業
と
観
光
で
栄
え
て

き
た
。
特
産
品
は
全
国
有
数
の
水

揚
げ
を
誇
る
サ
ン
マ
、
カ
ツ
オ
、
マ

グ
ロ
で
、
特
に
、
フ
カ
ヒ
レ
の
生
産

量
は
日
本
一
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で

は
、
地
震
だ
け
で
な
く
、
津
波
、
火

災
、地
盤
沈
下
で
も
甚
大
な
被
害
を

受
け
、市
内
の
飲
食
店
の
約
７
割
は

津
波
に
よ
っ
て
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
現
在
、仮
設
の
集
合
店
舗
が
市

内
各
所
に

設
け
ら
れ
、

商
店
街
の

復
興
に
向

け
た
活
動

が
精
力
的

に
進
め
ら

れ
て
い
る
。
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東
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震
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を

失
い
、
長
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の
瑛
太
と
た
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た
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人
で
生
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残
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。
家
と
新
車
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津
波
で

流
さ
れ
、
文
字
ど
お
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を
失
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ま
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精
神
的
に
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入
っ
た
時
期
も
あ

り
ま
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た
が
、
亡
く
な
っ
た
家
族
は
、
私

が
人
の
た
め
に
動
く
こ
と
を
望
ん
で
い

る
だ
ろ
う
と
考
え
た
ら
吹
っ
切
れ
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
人
の
た
め
に
活
動
し
よ

う
、
家
族
の
分
ま
で
生
き
よ
う
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
ま
し
た
」

　

千
葉
さ
ん
は
、
様
々
な
思
い
を
胸
に
秘

め
な
が
ら
も
笑
顔
で
こ
う
語
っ
て
く
れ
た
。

息
子
と
、地
域
の
人
々
と
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

千
葉
さ
ん
は
関
東
出
身
で
、
２
０
０
２

年
、
妻
美
奈
子
さ
ん
の
実
家
の
家
業
で
あ

る
牛
乳
販
売
店
を
継
ぐ
た
め
に
気
仙
沼

に
移
住
し
て
き
た
。
以
来
千
葉
さ
ん
は

が
む
し
ゃ
ら
に
働
き
、
家
業
も
順
風
満
帆

だ
っ
た
。
し
か
し
、
３
・
11
に
起
こ
っ
た

〝
悪
夢
〞
が
そ
の
幸
せ
な
生
活
を
一
瞬
に

し
て
奪
っ
て
い
っ
た
。

　

す
べ
て
を
失
っ
た
千
葉
さ
ん
に
と
っ

て
、
唯
一
の
希
望
は
瑛
太
君
が
無
事
だ
っ

た
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
瑛
太
君
に
対
し

て
は
心
を
砕
き
、
ほ
し
が
る
も
の
を
何
で

も
与
え
た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
物

で
は
心
の
空
洞
を
埋
め
ら
れ
な
い
こ
と

に
気
づ
き
、
そ
れ
か
ら
は
仕
事
の
合
間
に
、

野
球
が
大
好
き
な
瑛
太
君
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
始
め
た
。

　

瑛
太
君
の
気
を
紛
ら
わ
そ
う
と
、
１
時

間
半
か
け
て
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
行
っ
た
帰
り
道
、
瑛
太
君
は「
野
球
を

や
り
た
く
て
も
や
れ
な
い
子
が
た
く
さ

ん
い
る
か
ら
、
気
仙
沼
に
も
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
ら
い
い
ね
」と
呟

い
た
。
そ
の
言
葉
に
衝
撃
を
受
け
る
千

葉
さ
ん
。「
よ
し
、
や
っ
て
み
る
か
！
」
と

瑛
太
君
と
約
束
す
る
。

　

も
っ
と
も
、
当
時
の
千
葉
さ
ん
に
は
、

当
然
な
が
ら
資
金
が
な
い
。
概
算
で
数

千
万
円
か
か
る
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
費
用
を
ど
う
や
っ
て
工
面
す
る

か
。
千
葉
さ
ん
は
、
会
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
を
開
発
し
て
全
国
で
販
売
し
、
そ

の
収
益
を
建
設
費
に
充
て
る
こ
と
を
思

い
つ
い
た
。
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が

「
希
望
の 

の
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」で
あ
る
。

　
「
全
国
の
物
産
展
等
で
約
５
万
本
販
売

し
ま
し
た
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
販
売
を
手

が
け
た
こ
と
で
、
全
国
の
大
勢
の
方
々
に

支
援
し
て
い
た
だ
き
、
つ
な
が
り
も
で
き

ま
し
た
。
思
い
を
口
に
し
て
共
有
で
き

る
仲
間
を
つ
く
る
と
、
夢
は
必
ず
実
現
す

る
と
実
感
し
ま
し
た
」（
千
葉
さ
ん
）

随
所
に
見
ら
れ
る

こ
だ
わ
り
と
願
い

　

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
設
計
・
運

営
に
は
、
千
葉
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
が
随
所

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
７

つ
あ
る
打
席
の
う
ち
、
１
打
席
目
と
７
打

席
目
は
扉
が
観
音
開
き
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
車
い
す
の
人
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
店
内

に
は
卓
球
台
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
無
料

で
利
用
で
き
る
。「
こ
こ
は
地
域
の
人
々

の
出
会
い
の
場
、
子
ど
も
を
育
成
す
る
場

で
あ
っ
て
、
単
な
る
遊
技
場
で
は
な
い
の

で
す
」と
千
葉
さ
ん
は
語
る
。

　

千
葉
さ
ん
は
今
、
地
域
の
復
興
と

人
々
が
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と
を
何
よ

り
願
っ
て
い
る
。
震
災
か
ら
４
年
以
上

経
過
し
、
街
の
完
全
復
興
が
ま
だ
ほ
ど

遠
い
な
か
で
、「
気
仙
沼
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
は
地
域
の

人
々
に
と
っ
て「
希
望
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」で
あ
り
続
け
る
。

息
子
と
の
約
束
か
ら
生
ま
れ
た

希
望
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
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ピッチングマシンは7台あり、東北初の全打席両打ち可能。
7という数字は亡くなった家族の数に由来する。
写真提供：橋本崇さん（思い出製作所）

「気仙沼フェニックスバッティングセンター」の
左：小野寺教洋さん（店長）と右：橋本崇さん。

「夢」はローマ字で書くと
「YU（ユー）」「ME（ミー）」
になる。「1人で見る夢は
ただの夢だが、あなたと見
る夢は実現する」という千
葉さんの思いが込められて
いる。

横浜DeNAベイスターズの中畑清監督
からの応援色紙。福岡ソフトバンクホ
ークスの王貞治会長など、「気仙沼フェ
ニックスバッティングセンター」を応援
する著名人は多い。

藻谷浩介の
ここがポイント !

最
愛
の
家
族
７
人
を
亡
く
さ
れ
た
千
葉
さ
ん
の
、
本
当
に
筆
舌

に
尽
く
し
が
た
い
悲
し
み
。
で
も
そ
の
思
い
を
希
望
に
変
え
、

残
さ
れ
た
ご
子
息
と
の
約
束
を
果
た
し
、
自
分
た
ち
も
気
仙
沼

も
不
死
鳥
の
ご
と
く
甦
る
ぞ
、
と
い
う
強
い
思
い
で
こ
の
施
設

を
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
こ
こ
で
思
い
っ
き
り

ボ
ー
ル
を
叩
い
て
、明
日
へ
の
勇
気
を
充
電
し
て
く
だ
さ
い
。

も
た
に
・
こ
う
す
け
◉
日
本
総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員
。
日
本
の
全
市
町
村
を
訪
問

し
、地
域
特
性
を
多
面
的
に
把
握
。
登
壇
・

出
演
・
寄
稿
等
は
年
間
１
３
０
０
件
を
超

え
る
。
著
書
に『
里
山
資
本
主
義
』『
し
な

や
か
な
日
本
列
島
の
つ
く
り
か
た
』な
ど
。

「
夢
は
あ
り
ま
す
か
？
」と
問
わ
れ
た
時
、あ
な
た
は「
あ
り
ま
す
」と
答
え
ら

れ
ま
す
か
？　

確
か
に
、日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
い
る
と
、い
つ
の
間
に
か

夢
を
見
失
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、夢
が
な
い
と
、人
は
ど
ん

ど
ん
流
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
さ
さ
や
か
な
夢
で
い
い
の
で
、
何
か
夢
を
持
つ

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

株
式
会
社
気
仙
沼
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
千
葉
一
商
事　

代
表
取
締
役

千
葉 

清
英
さ
ん　
ち
ば
・
き
よ
ひ
で

◉人口：約6万7000人　◉面積：333 . 41㎢

【
宮
城
県
気
仙
沼
市
】

宮
城
県
の
北
東
端
に
位
置
し
、北
部
、

西
部
は
岩
手
県
と
接
す
る
。
太
平

洋
に
面
す
る
沿
岸
部
は
変
化
に
富

ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸
を
形
成
し
、古

く
か
ら
水
産
業
と
観
光
で
栄
え
て

き
た
。
特
産
品
は
全
国
有
数
の
水

揚
げ
を
誇
る
サ
ン
マ
、
カ
ツ
オ
、
マ

グ
ロ
で
、
特
に
、
フ
カ
ヒ
レ
の
生
産

量
は
日
本
一
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で

は
、
地
震
だ
け
で
な
く
、
津
波
、
火

災
、地
盤
沈
下
で
も
甚
大
な
被
害
を

受
け
、市
内
の
飲
食
店
の
約
７
割
は

津
波
に
よ
っ
て
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
現
在
、仮
設
の
集
合
店
舗
が
市

内
各
所
に

設
け
ら
れ
、

商
店
街
の

復
興
に
向

け
た
活
動

が
精
力
的

に
進
め
ら

れ
て
い
る
。

千葉さんのもうひとつの自社開発商品
「海の男と潮騒ダー」「気仙沼サイダー」。
気仙沼・岩井崎の塩づくりの復興を支
援するために開発された。
写真提供：橋本崇さん（思い出製作所）

建設資金捻出のために自社
開発した「希望の のむヨー
グルト」。安定剤や香料は
一切含まず、のどごしは爽
やか。リピーターも多い。
写真提供：橋本崇さん
（思い出製作所）



トマトがすべての素材
をまとめる秘訣

宮 城 県 石 巻 市「 え く れーる」

　

お
菓
子
と
い
え
ば
、
ほ
と

ん
ど
の
人
が
、
お
砂
糖
た
っ

ぷ
り
の
甘
い
食
べ
物
を
思
い

浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
今
回
の
お
菓
子
は
、

石
巻
の
海
の
幸
と
地
元
の
野

菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
ト
マ

ト
ベ
ー
ス
の
タ
ル
ト
で
す
。

 

「
食
事
の
間
に
食
べ
る
お
や

つ
は
、
す
べ
て
お
菓
子
だ
と

思
う
ん
で
す
」と
い
う「
え
く

れ
ー
る
」
の
オ
ー
ナ
ー
パ

テ
ィ
シ
エ
鶴
岡
次つ
ぎ
お雄
さ
ん
が
、

「
２
０
１
４
年
い
し
の
ま
き

地
域
す
い
ー
つ
コ
ン
テ
ス

ト
」（
宮
城
県
東
部
地
方
振
興

事
務
所
と
石
巻
製
菓
製
パ
ン
同

業
組
合
が
主
催
）
で
、
審
査
員

特
別
賞
を
受
賞
し
た
の
が
、

こ
の「
海
と
大
地
の
グ
ル
メ

タ
ル
ト
」で
す
。

　

震
災
時
、「
え
く
れ
ー
る
」

は
津
波
に
襲
わ
れ
、
天
井
板

は
外
れ
、
冷
蔵
庫
は
倒
れ
、

店
内
は
泥
だ
ら
け
に
…
…
。

　
「
震
災
直
後
は
、こ
の
店
だ

け
が
全
壊
を
免
れ
、
ぽ
つ
ん

と
残
っ
て
い
た
の
で
、
写
真

を
撮
る
人
も
い
ま
し
た
。
見

世
物
に
な
っ
た
気
が
し
て
悔

し
く
て
ね
」
と
語
る
鶴
岡
さ

ん
。
そ
し
て「
こ
ん
な
時
だ

か
ら
こ
そ
、
心
が
ホ
ッ
と
な

る
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ

る
ス
イ
ー
ツ
を
届
け
た
い
」

と
い
う
熱
い
思
い
を
胸
に
、

毎
日
毎
日
、
再
建
に
向
け
協

力
し
、
２
０
１
１
年
７
月
、

ス
イ
ー
ツ
店
で
は
い
ち
早
く

営
業
を
再
開
。
地
域
の
人
々

に
笑
顔
を
届
け
始
め
ま
し
た
。

　
「
こ
の『
海
と
大
地
の
グ
ル

メ
タ
ル
ト
』
も
試
作
中
か
ら
、

ス
タ
ッ
フ
が
お
い
し
い
、
お

い
し
い
と
い
っ
て
、
み
ん
な

笑
顔
に
な
る
ん
で
す
。
石
巻

の
味
を
ギ
ュ
ッ
と
詰
め
込
ん

だ
こ
の
タ
ル
ト
ほ
ど
、
石
巻

を
代
表
す
る
お
菓
子
は
な
い

と
思
い
ま
す
よ
」
と
輝
く
笑

顔
を
見
せ
る
鶴
岡
さ
ん
の
自

信
作
を
、
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

【特定原材料】卵、乳、小麦、エビ

「えくれーる」は宮城県石巻市内に2店舗を展開する洋菓子店です。

海と大地のグルメタルト

http://eclair-5-57.com

丁
寧
に
つ
く
ら
れ
た
ソ
ー

ス
に
、
ゴ
ロ
ッ
と
入
っ
た

海
の
幸
と
山
の
幸
、
そ
れ

ら
を
爽
や
か
に
包
み
込
む

ト
マ
ト
の
酸
味
が
絶
妙
で

す
。
本
格
的
な
フ
レ
ン
チ

の
リ
ッ
チ
な
味
わ
い
は
家

庭
で
は
な
か
な
か
で
き
ま

せ
ん
ね
。
家
族
の
記
念
日

や
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
で
は
、

前
菜
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

食
後
の
お
酒
を
楽
し
む
時

に
利
用
す
る
の
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

プ
ロ
か
ら
、
ひ
と
言
！

か
み
む
ら
・
や
す
こ

フ
ー
ド
・
ア
イ
代
表
。
企
業
や
レ
ス

ト
ラ
ン
の
フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
、メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
長
年
従

事
し
、新
聞
、雑
誌
、講
演
会
な
ど

で
も
活
躍
。
著
書
や
監
修
本
は
60

冊
以
上
あ
る
。
簡
単
で
ヘ
ル
シ
ー

な
料
理
提
案
と
親
し
み
や
す
い
解

説
で
人
気
を
得
て
い
る
。

料
理
研
究
家
／

フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

上
村 

泰
子
氏

3


